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l　

　
　

ウ
.  

a 
lit

tle
　

　
　

エ
.  

m
ea

n

5．
 

19
 I 

un
de

rs
to

od
 th

e 
ru

le
s 

m
or

e, 
I c

ou
ld

 h
av

e 
se

en
 th

ro
ug

h 
th

ei
r 

ab
us

e.

ア
.  

H
ad

　
　

　
イ

.  
If　

　
　

ウ
.  

Co
ul

d　
　

　
エ

.  
W

er
e

6．
It

 w
as

 h
ea

rt
le

ss
 

20
 y

ou
 to

 r
ej

ec
t t

he
ir 

id
ea

s 
w

ith
ou

t c
on

sid
er

at
io

n.

ア
.  

in
　

　
　

イ
.  

on
　

　
　

ウ
.  

of
 　

　
　

エ
.  

ab
ou

t

7．
W

he
n 

it 
co

m
es

 
21

 , 
no

bo
dy

 c
an

 m
at

ch
 h

er
.

ア
.  

to
 d

ra
w

in
g 

pi
ct

ur
es

　
　

　
イ

.  
to

 b
e 

dr
aw

in
g 

pi
ct

ur
es

ウ
.  

to
 d

ra
w

 p
ic

tu
re

s　
　

　
　

エ
.  

to
 h

av
e 

dr
aw

n 
pi

ct
ur

es

8．
T

he
 r

es
ea

rc
he

rs
 c

ra
ck

ed
 th

e 
co

de
 

22
 b

y 
th

e 
pr

og
ra

m
m

er
s.

ア
.  

w
rit

es
　

　
　

イ
.  

w
rit

in
g　

　
　

ウ
.  

w
rit

te
n　

　
　

エ
.  

to
 w

rit
e

9．
D

o 
yo

u 
m

in
d 

23
 th

e 
la

te
st

 m
od

el
 c

om
pu

te
r?

ア
.  

m
e 

to
 p

ur
ch

as
e　

　
　

イ
.  

m
y 

pu
rc

ha
sin

g

ウ
.  

no
t t

o 
pu

rc
ha

se
　

　
　

エ
.  

fo
r 

m
e 

to
 p

ur
ch

as
e

10
．

T
he

 g
am

e 
24

 a
 d

ra
w

.

ア
.  

de
al

t w
ith

　
　

　
イ

.  
re

su
lte

d 
in

　
　

　
ウ

.  
ca

m
e 

in
to

　
　

　
エ

.  
to

ld
 o

ff

ー
7
ー



コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
、
論
理
・
表
現
Ⅰ

4

IV
．

 次
の

日
本

語
に

合
う

よ
う

に
（

　
）

内
の

英
語

を
並

べ
替

え
た

時
，

空
欄

 
25

 ～
 

39
 に

入
る

英
語

を
そ

れ
ぞ

れ
記

号
で

答
え

な
さ

い
。

文
頭

に
来

る
単

語
も

,小
文

字
に

し
て

あ
り

ま
す

。

1．
評

判
は

悪
い

が
,彼

の
本

を
読

ま
ず

に
は

い
ら

れ
な

い
。

I 　
　

　
　

 
25

 
26

 h
is 

no
ve

l i
n 

　
　

　
　

 
27

 it
s 

ba
d 

re
pu

ta
tio

n.

( 
ア

．
he

lp
   

/ 
  イ

．
of

   
/ 

  ウ
．

ca
n’

t  
 /

   
エ

．
re

ad
in

g 
  /

   
オ

．
sp

ite
 )

2．
君

は
も

っ
と

練
習

す
る

必
要

が
あ

る
。

It
 is

 　
　

　
　

 
28

 
29

 to
 　

　
　

　
 

30
 

( 
ア

．
ha

rd
er

   
/ 

  イ
．

pr
ac

tic
e 

  /
   

ウ
．

ne
ce

ss
ar

y 
  /

   
エ

．
yo

u 
  /

   
オ

．
fo

r 
)

3．
先

生
は

私
た

ち
に

,す
ぐ

に
こ

の
会

議
室

か
ら

出
て

行
け

と
命

じ
た

。

T
he

 te
ac

he
r 

31
 　

　
　

　
 

32
 　

　
　

　
 th

e 
m

ee
tin

g 
ro

om
 

33
 o

nc
e.

( 
ア

．
to

   
/ 

  イ
．

us
   

/ 
  ウ

．
or

de
re

d 
  /

   
エ

．
le

av
e 

  /
   

オ
．

 a
t )

4．
宿

題
を

手
伝

っ
て

く
だ

さ
い

。

 
34

 m
e 

35
 　

　
　

　
 

36
 　

　
　

　
 w

ith
 m

y 
ho

m
ew

or
k.

( 
ア

．
do

   
/ 

  イ
．

of
   

/ 
  ウ

．
fa

vo
r 

  /
   

エ
．

th
e 

  /
   

オ
．

he
pl

in
g 

)

5．
年

を
と

れ
ば

と
る

ほ
ど

,数
学

の
問

題
を

解
く

の
が

難
し

く
な

っ
て

い
く

。

T
he

 o
ld

er
 y

ou
 g

et
, t

he
 

37
 

38
 　

　
　

　
 

39
 　

　
　

　
 s

ol
ve

 m
at

he
m

at
ic

 
pr

ob
le

m
s.

( 
ア

．
di

ffi
cu

lt 
  /

   
イ

．
to

   
/ 

  ウ
．

m
or

e 
  /

   
エ

．
is 

  /
   

オ
．

it 
)

ー
8
ー



地
理
総
合

5

Ｉ
．

地
球

や
地

図
に

関
す

る
次

の
問

い
（

問
１

～
５

）
に

答
え

よ
。

問
１

　
世

界
地

図
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

の
図

法
と

し
て

誤
っ

て
い

る
も

の
を

、
次

の
ア

～
エ

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ア
　

メ
ル

カ
ト

ル
図

法
　

　
　

イ
　

正
距

方
位

図
法

　
　

　

ウ
　

サ
ン

ソ
ン

図
法

　
　

　

エ
　

モ
ル

ワ
イ

デ
図

法

問
２

　
地

球
と

季
節

の
関

係
に

つ
い

て
の

記
述

と
し

て
誤

っ
て

い
る

も
の

を
、次

の
ア

～
エ

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ア
　

赤
道

の
全

周
は

約
4
万

km
あ

り
、

赤
道

上
は

年
間

を
通

じ
た

日
射

量
が

最
も

多
い

。

イ
　

地
軸

が
32

.4
度

傾
き

な
が

ら
太

陽
の

周
り

を
公

転
す

る
こ

と
で

、
季

節
が

生
じ

て
い

る
。

ウ
　

北
極

圏
に

お
い

て
、

夏
至

（
毎

年
6
月

21
日

も
し

く
は

22
日

）
に

は
太

陽
が

一
日

中
沈

ま
な

い
。

エ
　

北
極

圏
に

お
い

て
、

冬
至

（
毎

年
12

月
21

日
も

し
く

は
22

日
）

に
は

太
陽

が
一

日
中

昇
ら

な
い

。

問
３

　
ヨ

シ
コ

さ
ん

は
東

京
（

成
田

空
港

）
を

9
月

6
日

の
午

後
5
時

に
出

発
す

る
航

空
機

で
サ

ン
フ

ラ
ン

シ
ス

コ

に
向

か
っ

た
。

サ
ン

フ
ラ

ン
シ

ス
コ

に
は

、
現

地
時

間
の

午
前

10
時

30
分

に
到

着
し

た
。

搭
乗

し
て

い
た

時

間
（

所
要

時
間

）
は

何
時

間
だ

っ
た

だ
ろ

う
か

。
正

し
い

所
要

時
間

を
、次

の
ア

～
エ

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ア
　

7
時

間
30

分
　

　
　

イ
　

8
時

間
30

分
　

　
　

ウ
　

9
時

間
30

分
　

　
　

エ
　

10
時

間
30

分

ー
10
ー

問
４

　
ア

キ
コ

さ
ん

は
、

愛
知

県
に

お
け

る
人

口
変

化
の

地
域

差
と

名
古

屋
市

と
の

関
係

を
調

べ
る

た
め

に
、

主
題

図
を

作
成

し
た

。
次

の
図

1
は

、
愛

知
県

の
各

市
町

村
に

つ
い

て
、

20
10

～
20

20
年

の
人

口
増

加
率

を
、

図

2
は

20
20

年
の

名
古

屋
市

へ
の

通
勤

率
を

示
し

た
も

の
で

あ
る

。
図

1
と

図
2
を

も
と

に
話

し
合

っ
た

、
先

生
と

ア
キ

コ
さ

ん
と

の
会

話
文

中
の

空
欄
Ａ

と
Ｂ

に
当

て
は

ま
る

文
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

最
も

適
切

な
も

の
を

、
次

の
ア

～
エ

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

先
　

生
　

　「
愛

知
県

南
部

に
位

置
す

る
西

尾
市

と
そ

の
周

辺
地

域
で

は
、

20
10

年
か

ら
の

10
年

間
で

人
口

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
て

い
ま

す
か

」

ア
キ

コ
　

　「
西

尾
市

と
そ

の
隣

接
市

町
村

で
は

、
A

」

先
　

生
　

　「
で

は
、

名
古

屋
市

か
ら

北
西

方
面

に
位

置
す

る
市

町
村

で
は

人
口

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
ま

し

た
か

」

ア
キ

コ
　

　「
B

が
、

名
古

屋
市

へ
の

通
勤

率
が

20
％

以
上

の
市

町
村

は
い

ず
れ

も

人
口

が
増

加
し

て
い

ま
す

」

先
　

生
　

　「
愛

知
県

の
北

西
地

域
で

は
、

名
古

屋
市

へ
の

通
勤

圏
と

人
口

変
化

の
地

域
差

と
は

関
係

が
あ

り

そ
う

で
す

。」

ア
キ

コ
　

　「
名

古
屋

市
か

ら
南

東
方

面
の

地
域

に
お

い
て

は
、

人
口

変
化

に
影

響
を

及
ぼ

す
要

因
が

他
に

あ

り
そ

う
で

す
。

愛
知

県
の

地
域

特
性

が
理

解
で

き
そ

う
な

の
で

、
引

き
続

き
調

べ
て

み
ま

す
」

ー
11
ー
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に

当
て

は
ま

る
文

①
　

す
べ

て
の

市
町

村
で

人
口

が
減

少
し

て
い

ま
す

②
　

人
口

が
減

少
し

て
い

る
市

町
村

と
増

加
し

て
い

る
市

町
村

が
あ

り
ま

す

B
に

当
て

は
ま

る
文

③
　

名
古

屋
市

へ
の

通
勤

率
が

20
％

以
上

で
人

口
が

減
少

し
て

い
る

市
町

村
が

あ
る

④
　

名
古

屋
市

へ
の

通
勤

率
が

20
％

未
満

の
い

く
つ

か
の

市
町

村
で

は
人

口
が

減
少

し
て

い
る

ア
イ

ウ
エ

Ａ
①

①
②

②
Ｂ

③
④

③
④

問
５

　
ヒ

ロ
シ

さ
ん

は
、

大
阪

府
の

吹
田

市
役

所
を

訪
れ

、
担

当
者

か
ら

都
市

の
水

害
に

関
し

て
話

を
聞

い
た

。
次

の
図

3
は

、
水

害
発

生
時

の
千

里
山

駅
周

辺
の

浸
水

深
の

分
布

を
示

し
た

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
で

あ
り

、
図

4

は
同

じ
範

囲
の

地
形

を
表

し
た

地
図

（
陰

影
起

伏
図

）
で

あ
る

。
図

3
と

図
4
を

も
と

に
話

し
合

っ
た

、
ヒ

ロ
シ

さ
ん

と
担

当
者

の
会

話
文

中
の

空
欄
Ａ

に
は

内
水

氾
濫

ま
た

は
外

水
氾

濫
の

い
ず

れ
か

、
空

欄
Ｂ

に
は

後
の

①
ま

た
は

②
の

い
ず

れ
か

の
文

が
当

て
は

ま
る

。
空

欄
Ａ

と
Ｂ

に
当

て
は

ま
る

語
と

記
号

の
組

み
合

わ

せ
と

し
て

最
も

適
切

な
も

の
を

、
次

の
ア

～
エ

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

A

ー
12
ー

ヒ
ロ

シ
　

　「
図

3
を

見
る

と
、

千
里

山
駅

周
辺

や
千

里
第

二
小

学
校

か
ら

北
の

区
域

で
は

、
災

害
発

生
時

に

3m
前

後
の

浸
水

が
想

定
さ

れ
る

地
域

が
分

布
し

て
い

ま
す

ね
」

担
当

者
　

　「
そ

れ
ら

の
場

所
で

は
、

図
4
か

ら
見

て
取

れ
る

よ
う

に
、

谷
地

形
や

く
ぼ

地
に

大
量

の
雨

水
が

流
れ

込
ん

で
排

水
が

追
い

付
か

な
く

な
る

こ
と

で
A

に
見

舞
わ

れ
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

」

ヒ
ロ

シ
　

　「
そ

う
し

た
水

害
を

抑
制

す
る

た
め

に
は

、
B

な
ど

の
対

策
が

有
効

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
」

担
当

者
　

　「
そ

う
で

す
ね

。
都

市
型

水
害

を
防

ぐ
た

め
に

、
雨

水
が

流
れ

込
み

や
す

い
低

地
に

調
整

池
と

し

て
活

用
で

き
る

公
園

や
運

動
場

を
整

備
す

る
な

ど
、

市
で

も
様

々
な

取
組

み
を

行
っ

て
い

ま
す

」

B
に

当
て

は
ま

る
文

①
　

道
路

や
地

表
の

舗
装

を
、

雨
水

が
地

中
に

浸
透

し
や

す
い

素
材

に
変

更
す

る

②
　

市
街

地
を

流
れ

る
小

河
川

に
雨

水
が

注
ぎ

込
ま

な
い

よ
う

に
蓋

を
か

け
る

ア
イ

ウ
エ

Ａ
内

水
氾

濫
内

水
氾

濫
外

水
氾

濫
外

水
氾

濫
Ｂ

①
②

①
②

ー
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Ⅱ
．

自
然

環
境

に
関

す
る

次
の

問
い

（
問

６
～

10
）

に
答

え
よ

。

問
６

　
火

山
に

関
す

る
以

下
の

文
を

読
ん

で
、

空
欄
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

に
当

て
は

ま
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
最

も

適
切

な
も

の
を

、
次

の
ア

～
エ

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

火
山

が
噴

火
す

る
と

、
火

山
の

火
口

か
ら

吹
き

飛
ば

さ
れ

て
く

る
噴

石
の

直
撃

や
、

地
下

の
マ

グ
マ

が
地

表

に
噴

出
し

て
斜

面
を

流
下

す
る

A
が

発
生

す
る

可
能

性
が

あ
る

。
ま

た
、

激
し

い
爆

発
が

生
じ

る
場

合
に

は
、

山
体

が
崩

壊
し

て
岩

な
だ

れ
が

発
生

し
た

り
、

溶
岩

が
火

山
ガ

ス
を

含
ん

だ
熱

い
雲

の
よ

う

な
状

態
で

一
気

に
斜

面
を

流
れ

下
り

る
Ｂ

が
発

生
し

た
り

す
る

こ
と

が
あ

る
。

噴
出

物
や

火
山

灰
が

堆
積

し
た

火
山

の
斜

面
で

は
、

大
雨

が
降

る
と

泥
流

や
Ｃ

が
発

生
し

て

二
次

被
害

を
も

た
ら

す
こ

と
が

あ
る

。

ア
イ

ウ
エ

Ａ
活

火
山

溶
岩

流
マ

グ
マ

土
石

流
Ｂ

土
石

流
火

砕
流

溶
岩

流
マ

グ
マ

Ｃ
火

砕
流

土
石

流
活

火
山

溶
岩

流

問
７

　
日

本
の

地
形

に
関

す
る

以
下

の
文

を
読

ん
で

、
空

欄
Ａ

・
Ｂ

に
当

て
は

ま
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
最

も
適

切
な

も
の

を
、

次
の

ア
～

エ
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。

日
本

列
島

は
環

太
平

洋
造

山
帯

の
上

に
あ

る
弧

状
列

島
で

、
2
つ

の
大

陸
プ

レ
ー

ト
と

2
つ

の
海

洋
プ

レ
ー

ト
が

出
合

う
世

界
で

も
珍

し
い

地
域

で
あ

る
。

特
に

、
海

洋
プ

レ
ー

ト
が

沈
み

込
む

、
日

本
周

辺
の

海
底

に
は

、

東
北

日
本

の
東

に
千

島
・

カ
ム

チ
ャ

ッ
カ

海
溝

、
A

海
溝

、
伊

豆
・

小
笠

原
海

溝
が

、
西

南
日

本
の

南
に

は
Ｂ

と
琉

球
海

溝
が

存
在

す
る

。
海

溝
付

近
は

地
震

の
発

生
域

で
あ

る
。

ア
イ

ウ
エ

Ａ
ア

リ
ア

ナ
フ

ィ
リ

ピ
ン

日
本

ア
リ

ュ
ー

シ
ャ

ン
Ｂ

南
海

ト
ラ

フ
ア

リ
ュ

ー
シ

ャ
ン

南
海

ト
ラ

フ
ア

リ
ア

ナ

ー
14
ー

問
８

　
森

林
に

関
す

る
以

下
の

文
を

読
ん

で
、

空
欄
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

に
当

て
は

ま
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
最

も

適
切

な
も

の
を

、
次

の
ア

～
エ

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

世
界

の
森

林
面

積
は

、
そ

の
47

％
が

A
で

あ
る

。
次

い
で

亜
寒

帯
林

が
29

％
、

温
帯

林

が
19

％
で

あ
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

現
在

で
は

減
少

が
進

行
し

て
お

り
、

19
60

年
か

ら
19

90
年

の
30

年
間

に
ア

ジ
ア

で
約

30
％

、
ラ

テ
ン

ア
メ

リ
カ

で
約

18
％

が
消

失
し

た
。

そ
の

お
も

な
原

因
は

、
商

品

Ｂ
を

栽
培

す
る

プ
ラ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
拡

大
や

、
人

口
増

加
に

伴
う

Ｃ
利

用
の

増

加
、

過
度

な
商

業
伐

採
で

あ
る

。

ア
イ

ウ
エ

Ａ
熱

帯
林

寒
帯

林
熱

帯
林

寒
帯

林
Ｂ

作
物

林
産

物
農

作
物

林
作

物
Ｃ

薪
炭

材
木

材
木

材
薪

炭
材

問
９

　
世

界
の

地
体

構
造

の
特

徴
に

関
す

る
以

下
の

文
中

の
空

欄
Ａ

に
当

て
は

ま
る

語
句

と
し

て
最

も
適

切
な

も
の

を
、

次
の

ア
～

オ
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。

大
陸

の
中

心
部

に
は

古
い

陸
地

で
あ

る
A

（
楯

状
地

や
卓

状
地

）
は

、
大

陸
の

3
分

の
2

程

度
の

面
積

を
占

め
、

地
震

や
火

山
活

動
が

ほ
と

ん
ど

起
こ

ら
な

い
。

ア
　

プ
レ

ー
ト

　
　

　
イ

　
安

定
陸

塊
　

　
　

ウ
　

岩
盤

　
　

　
エ

　
大

陸
棚

　
　

　
オ

　
カ

レ
ド

ニ
ア

問
10

　
世

界
の

地
体

構
造

の
特

徴
に

関
す

る
以

下
の

文
中

の
空

欄
Ａ

に
当

て
は

ま
る

語
句

と
し

て
最

も
適

切
な

も
の

を
、

次
の

ア
～

オ
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。

重
た

い
海

洋
プ

レ
ー

ト
が

軽
い

大
陸

プ
レ

ー
ト

の
下

に
沈

み
込

み
、

A
が

つ
く

ら
れ

る
。

 そ

れ
に

沿
っ

た
大

陸
側

に
は

弧
状

列
島

（
島

弧
）

や
火

山
が

形
成

さ
れ

、
境

界
や

プ
レ

ー
ト

内
部

で
は

地
震

も

多
発

す
る

。

ア
　

盾
状

地
　

　
　

イ
　

卓
状

地
　

　
　

ウ
　

大
陸

棚
　

　
　

エ
　

堡
礁

　
　

　
オ

　
地

溝

ー
15
ー
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Ⅲ
．

産
業

に
関

す
る

以
下

の
文

章
を

読
み

、
次

の
問

い
（

問
11

～
15

）
に

答
え

よ
。

工
業

は
大

き
な

付
加

価
値

を
生

み
出

す
こ

と
か

ら
、

経
済

発
展

の
原

動
力

と
な

っ
て

き
た

。
1
人

当
た

り
の

国
民

所
得

（
Ｇ

Ｎ
Ｉ

）
が

高
い

国
の

ほ
と

ん
ど

は
工

業
化

が
進

ん
だ

国
で

あ
る

。
工

業
は

、
生

活
や

農
作

業
で

使
う

道
具

な
ど

を
手

作
業

で
つ

く
る

手
工

業
と

し
て

始
ま

っ
た

が
、

次
第

に
商

品
生

産
と

し
て

行
わ

れ
る

よ
う

に
な

り
、

19

世
紀

後
半

以
降

、
機

械
を

使
っ

て
商

品
を

生
産

す
る

近
代

工
業

へ
と

変
貌

を
遂

げ
た

。

近
代

工
業

は
、

食
料

品
や

衣
類

・
日

用
雑

貨
な

ど
の

生
活

に
必

要
な

消
費

財
を

生
産

す
る

軽
工

業
、

鉄
鋼

や
工

作

機
械

な
ど

生
産

活
動

で
用

い
る

生
産

財
を

つ
く

る
重

工
業

の
順

に
発

達
し

た
。

20
世

紀
に

入
る

と
、

自
動

車
や

航

空
機

、
化

学
製

品
な

ど
を

生
産

す
る

重
化

学
工

業
が

発
達

し
た

。
特

に
、

ベ
ル

ト
コ

ン
ベ

ア
を

用
い

た
大

量
生

産
方

式
が

工
場

で
導

入
さ

れ
る

よ
う

に
な

る
と

、
製

品
の

生
産

時
間

が
大

幅
に

短
縮

さ
れ

、
さ

ま
ざ

ま
な

工
業

製
品

の
低

価
格

化
が

進
ん

だ
。

自
動

車
は

コ
ン

ベ
ア

を
用

い
た

大
量

生
産

方
式

で
価

格
が

安
く

な
り

、
大

衆
化

が
進

ん
だ

工
業

製
品

の
典

型
で

あ
る

。
20

世
紀

末
に

な
る

と
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
の

登
場

・
発

達
に

よ
っ

て
、

自
動

化
や

多
品

種

生
産

が
可

能
に

な
り

、大
量

生
産

に
馴

染
ま

な
い

と
言

わ
れ

て
い

た
も

の
も

生
産

す
る

こ
と

が
可

能
に

な
っ

て
い

る
。

工
業

化
の

過
程

を
国

・
地

域
別

に
み

る
と

、
産

業
に

よ
っ

て
違

い
は

あ
る

も
の

の
、

機
械

生
産

が
い

ち
早

く
始

ま
っ

た
の

は
イ

ギ
リ

ス
で

、
19

世
紀

後
半

に
は

「
世

界
の

工
場

」
と

よ
ば

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
そ

の
後

、
機

械

化
の

波
は

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
や

ア
メ

リ
カ

に
広

が
り

、
特

に
ア

メ
リ

カ
で

は
、

自
動

車
の

大
量

生
産

が
行

わ
れ

る
よ

う
に

な
る

な
ど

、
世

界
の

工
業

の
新

た
な

中
心

と
な

っ
た

。
日

本
は

欧
米

よ
り

遅
れ

て
工

業
化

が
始

ま
っ

た
が

、
本

格
化

す
る

の
は

第
二

次
世

界
大

戦
後

と
な

り
、

19
50

年
代

半
ば

か
ら

70
年

代
初

め
に

か
け

て
高

度
経

済
成

長
を

成
し

遂

げ
た

。
19

70
年

代
に

入
る

と
、
Ｎ

Ｉ
Ｅ

ｓ
（

新
興

工
業

経
済

地
域

）
と

呼
ば

れ
た

国
・
地

域
が

工
業

化
を

推
進

し
た

。

19
90

年
代

に
入

る
と

、
中

国
が

世
界

の
資

本
と

技
術

を
導

入
し

て
積

極
的

な
工

業
化

を
進

め
、

20
00

年
代

以
降

急

激
な

発
展

を
遂

げ
、現

在
で

は
、2

1
世

紀
に

お
け

る
「

世
界

の
工

場
」

と
呼

ば
れ

る
ま

で
に

な
っ

て
い

る
。

そ
し

て
、

現
在

、
工

業
化

の
波

は
東

南
ア

ジ
ア

や
南

ア
ジ

ア
の

発
展

途
上

国
に

ま
で

及
ん

で
い

る
。

問
11

　
下

線
部

（
ａ

）
に

関
し

て
、

こ
の

変
化

を
説

明
す

る
も

の
と

し
て

最
も

適
切

な
も

の
を

、
次

の
ア

～
エ

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。。

ア
　

動
力

革
命

　
　

　
イ

　
エ

ネ
ル

ギ
ー

革
命

　
　

　
ウ

　
情

報
通

信
革

命
　

　
　

エ
　

産
業

革
命

問
12

　
下

線
部

（
ｂ

）
に

関
し

て
、コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

に
関

係
す

る
産

業
の

立
地

特
性

と
し

て
最

も
適

切
な

も
の

を
、

次
の

ア
～

エ
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。

ア
　

労
働

力
指

向
　

　
　

イ
　

消
費

地
指

向
　

　
　

ウ
　

原
料

地
指

向
　

　
　

エ
　

集
積

指
向

（
a）

（
b）

（
c）

（
d） （
e）

ー
16
ー

問
13

　
下

線
部

（
ｃ

）
に

関
し

て
、

現
在

、「
ラ

ス
ト

ベ
ル

ト
」

と
称

さ
れ

る
ま

で
衰

退
し

、
大

統
領

選
で

も
注

目

さ
れ

る
こ

と
の

多
い

ア
メ

リ
カ

の
工

業
地

帯
の

所
在

地
に

つ
い

て
最

も
適

切
な

も
の

を
、

次
の

ア
～

オ
の

う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ア
　
D

　
　

　
イ

　
B

　
　

　
ウ

　
E

　
　

　
エ

　
A

　
　

　
オ

　
C

ー
17
ー
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問
14

　
下

線
部

（
ｃ

）
に

関
し

て
、「

Ｎ
Ｉ

Ｅ
ｓ

（
新

興
工

業
経

済
地

域
）」

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
最

も
適

切
な

も

の
を

、
次

の
ア

～
エ

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ア
　
B
　
C

　
E

　
J

　
　

　
イ

　
B

　
C

　
F

　
J

ウ
　
B

　
C

　
E

　
I

　
　

　
エ

　
C

　
E

　
J

　
H

問
15

　
下

線
部

（
ｅ

）
に

関
し

て
、

中
国

が
「

世
界

の
市

場
」

と
も

呼
ば

れ
る

理
由

と
し

て
最

も
適

切
な

も
の

を
、

次
の

ア
～

エ
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。

ア
　

Ｇ
Ｄ

Ｐ
規

模
で

ア
メ

リ
カ

に
次

ぐ
世

界
第

２
位

の
経

済
大

国
に

な
っ

た
こ

と
か

ら
、

国
民

の
平

均
所

得

が
先

進
国

に
大

き
く

近
づ

き
、

購
買

力
が

上
が

っ
た

か
ら

。

イ
　

Ｇ
Ｄ

Ｐ
規

模
で

ア
メ

リ
カ

に
次

ぐ
世

界
第

２
位

の
経

済
大

国
に

な
っ

た
こ

と
か

ら
、

国
民

の
平

均
所

得

が
大

き
く

底
上

げ
さ

れ
、

皆
が

平
均

水
準

の
商

品
を

買
え

る
よ

う
に

な
っ

た
か

ら
。

ウ
　

一
人

当
た

り
国

民
所

得
で

み
る

と
そ

の
水

準
は

先
進

国
を

大
き

く
下

回
る

が
、

人
口

が
多

い
の

で
、

下

位
レ

ベ
ル

の
商

品
の

マ
ー

ケ
ッ

ト
と

し
て

は
ボ

リ
ュ

ー
ム

が
あ

る
た

め
。

エ
　

一
人

当
た

り
国

民
所

得
は

低
く

経
済

格
差

も
大

き
い

が
、

人
口

が
膨

大
で

あ
る

た
め

、
購

買
人

口
の

ボ

リ
ュ

ー
ム

が
大

き
く

、
更

な
る

経
済

成
長

に
よ

っ
て

さ
ら

に
増

え
る

可
能

性
が

あ
る

た
め

。

ー
18
ー

Ⅳ
．

人
口

問
題

と
エ

ネ
ル

ギ
ー

資
源

に
関

す
る

次
の

問
い

（
問

16
～

20
）

に
答

え
よ

。

問
16

　
次

の
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

・
Ｄ

は
世

界
の

あ
る

国
の

人
口

ピ
ラ

ミ
ッ

ド
で

あ
る

。
日

本
の

人
口

構
成

の
特

徴
を

表
す

人
口

ピ
ラ

ミ
ッ

ド
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
ア

～
エ

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 

ア
　
Ａ

　
　

　
イ

　
Ｂ

　
　

　
ウ

　
Ｃ

　
　

　
エ

　
Ｄ

ー
19
ー
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問
17

　
人

口
ピ

ラ
ミ

ッ
ド

に
は

主
に

3
つ

の
型

が
あ

る
が

、
現

在
の

日
本

の
人

口
ピ

ラ
ミ

ッ
ド

の
型

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

ア
～

エ
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。

ア
　

つ
ぼ

　
　

　
イ

　
釣

鐘
　

　
　

ウ
　

富
士

山
　

　
　

エ
　

星

問
18

　
人

口
ピ

ラ
ミ

ッ
ド

は
現

在
の

人
口

構
成

だ
け

で
な

く
、

過
去

や
未

来
の

人
口

の
自

然
増

減
を

考
察

す
る

際
の

手
が

か
り

と
し

て
有

用
で

あ
る

。
こ

こ
で

言
う

「
自

然
増

減
」

の
定

義
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
ア

～

ウ
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。

ア
　

移
入

人
口

と
移

出
人

口
の

差
　

　
　

イ
　

出
生

数
と

死
亡

数
の

差
　

　
　

ウ
　

転
出

数
と

転
入

数
の

差

問
19

　
図

1
は

日
本

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

資
源

の
輸

入
先

に
関

す
る

グ
ラ

フ
で

あ
る

。
資

源
の

自
給

率
の

低
い

日
本

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
国

か
ら

エ
ネ

ル
ギ

ー
資

源
の

供
給

を
受

け
て

い
る

が
、

そ
の

中
で

も
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

か
ら

多

く
の

資
源

を
輸

入
し

て
い

る
。

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
が

最
大

の
取

引
国

で
あ

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

資
源

の
組

み
合

わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
ア

～
ウ

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ア
　

石
炭

と
原

油
　

　
　

イ
　

石
炭

と
天

然
ガ

ス
　

　
　

ウ
　

原
油

と
天

然
ガ

ス

ー
20
ー

問
20

　
図

2
は

20
23

年
の

二
酸

化
炭

素
排

出
量

の
多

い
上

位
5
か

国
に

お
け

る
発

生
源

と
な

る
燃

料
別

の
排

出
割

合
を

示
し

て
い

る
。

図
中

の
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

は
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

、
イ

ン
ド

、
ロ

シ
ア

の
い

ず
れ

か
、

①
・

②

に
は

石
炭

と
天

然
ガ

ス
の

い
ず

れ
か

が
当

て
は

ま
る

。
ロ

シ
ア

と
天

然
ガ

ス
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い

も
の

を
、

次
の

ア
～

カ
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。

ア
イ

ウ
エ

オ
カ

ロ
シ

ア
Ａ

Ａ
Ｂ

Ｂ
Ｃ

Ｃ
天

然
ガ

ス
①

②
①

②
①

②

ー
21
ー
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Ⅴ
．

EU
に

関
す

る
以

下
の

文
章

を
読

み
、

次
の

問
い

（
問

21
～

25
）

に
答

え
よ

。

EU
と

は
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
に

お
け

る
経

済
同

盟
を

発
端

に
拡

大
し

て
き

た
経

済
的

統
合

の
し

く
み

で
あ

る
。

EU

加
盟

国
の

政
治

・
経

済
・

通
貨

の
統

合
が

進
め

ら
れ

、
19

93
年

の
A

統
合

に
よ

っ
て

巨
大

経
済

圏
が

形
成

さ
れ

た
。

EU
発

足
以

前
か

ら
パ

ス
ポ

ー
ト

の
統

一
は

実
施

さ
れ

て
い

た
が

、
Ｂ

協
定

に
よ

り
、

そ
の

実
施

国
の

国
民

だ
け

で
な

く
そ

れ
ら

の
国

に
合

法
的

に
入

国
し

た
域

外
国

民
が

、
パ

ス
ポ

ー
ト

等
の

提
示

無
し

で
自

由
に

移
動

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

こ
う

し
た

人
の

移
動

は
、

産
業

や
政

策
に

大
き

な
影

響
を

与
え

て
い

る
。

例
え

ば
、

労
働

や
物

流
障

壁
の

低
減

は
、

国
際

分
業

の
発

展
や

中
心

地
域

の
発

達
を

促
進

し
た

ほ
か

、
EU

共
通

の

農
業

政
策

や
環

境
政

策
を

実
施

す
る

こ
と

も
可

能
と

な
っ

た
。

一
方

で
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

統
合

が
も

た
ら

し
た

課
題

と
し

て
は

、
中

心
的

な
地

域
と

そ
れ

以
外

の
地

域
と

の
経

済

Ｃ
の

問
題

や
、

そ
れ

に
伴

う
移

民
労

働
者

の
増

加
に

よ
る

問
題

が
起

き
て

い
る

。
ま

た
、

加
盟

国
内

の

Ｄ
や

物
価

上
昇

な
ど

に
よ

る
金

融
危

機
が

お
き

て
お

り
、

20
20

年
に

は
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

進
展

に
対

す
る

国
民

の
不

安
の

高
ま

り
な

ど
か

ら
、

Ｅ
が

EU
離

脱
の

決
定

を
す

る
に

至
っ

た
。

問
21

　
空

欄
Ａ

に
当

て
は

ま
る

最
も

適
切

な
も

の
を

、
次

の
ア

～
オ

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ア
　

市
場

　
　

　
イ

　
政

治
　

　
　

ウ
　

議
会

　
　

　
エ

　
国

境
　

　
　

オ
　

関
税

問
22

　
空

欄
Ｂ

に
当

て
は

ま
る

最
も

適
切

な
も

の
を

、
次

の
ア

～
オ

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ア
　

EE
A
　

　
　

　
　

　
　

　
　

イ
　

EP
A
　

　
　

ウ
　

シ
ェ

ン
ゲ

ン
　

　
　

エ
　

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

　
　

　
オ

　
EF

T
A

問
23

　
空

欄
Ｃ

に
当

て
は

ま
る

最
も

適
切

な
も

の
を

、
次

の
ア

～
オ

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ア
　

縮
小

　
　

　
イ

　
拡

大
　

　
　

ウ
　

格
差

　
　

　
エ

　
縮

減
　

　
　

オ
　

同
盟

問
24

　
空

欄
Ｄ

に
当

て
は

ま
る

最
も

適
切

な
も

の
を

、
次

の
ア

～
オ

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ア
　

ス
ト

ラ
イ

キ
　

　
　

イ
　

紛
争

　
　

　
ウ

　
市

場
　

　
　

エ
　

失
業

　
　

　
オ

　
財

政
難

ー
22
ー

問
25

　
空

欄
Ｅ

に
当

て
は

ま
る

最
も

適
切

な
も

の
を

、
次

の
ア

～
オ

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ア
　

ス
ペ

イ
ン

　
　

　
　

イ
　

ロ
シ

ア
　

　
　

　
ウ

　
イ

ギ
リ

ス
　

　
　

エ
　

ウ
ク

ラ
イ

ナ
　

　
　

オ
　

イ
タ

リ
ア

ー
23
ー
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歴
史
総
合

Ⅰ
．

次
の

文
章

を
読

み
、

問
１

～
問

５
に

答
え

な
さ

い
。

　
フ

ラ
ン

ス
は

、
ア

メ
リ

カ
独

立
戦

争
で

植
民

地
側

を
支

援
し

た
た

め
、

そ
の

戦
費

と
し

て
巨

額
の

財
政

赤
字

を

抱
え

た
。

18
世

紀
フ

ラ
ン

ス
で

は
、

身
分

制
な

ど
封

建
社

会
の

諸
制

度
が

存
続

し
て

い
た

。
第

一
身

分
（

聖
職

者
）

と
第

二
身

分
（

貴
族

）
は

免
税

特
権

な
ど

を
も

つ
一

方
、

人
口

の
9
割

を
占

め
る

第
三

身
分

（
平

民
）

の
大

半
は

貧

し
い

都
市

民
衆

や
農

民
で

、
各

種
の

租
税

や
封

建
制

の
下

で
の

重
い

負
担

に
苦

し
ん

で
い

た
。

国
王

ル
イ

16
世

は
、

破
綻

し
た

国
家

財
政

を
再

建
す

る
た

め
、
特

権
身

分
へ

の
課

税
を

行
お

う
と

し
た

が
、
特

権
身

分
は

こ
れ

に
反

対
し

、

三
つ

の
身

分
の

代
表

に
よ

る
三

部
会

（
身

分
制

議
会

）
の

開
催

を
約

束
さ

せ
た

。

　
と

こ
ろ

が
17

89
年

に
三

部
会

が
開

催
さ

れ
る

と
、

平
民

身
分

の
う

ち
の

富
裕

層
で

あ
る

ブ
ル

ジ
ョ

ア
ジ

ー
出

身

の
議

員
が

み
ず

か
ら

を
真

の
国

民
の

代
表

で
あ

る
と

宣
言

し
、

国
民

議
会

を
設

置
し

た
。

国
王

は
こ

れ
を

鎮
圧

し
よ

う
と

し
た

が
、

民
衆

蜂
起

（
バ

ス
テ

ィ
ー

ユ
牢

獄
の

襲
撃

）
が

お
こ

っ
た

た
め

、
国

王
や

特
権

身
分

が
譲

歩
し

て
新

議
会

が
承

認
さ

れ
た

。
新

議
会

は
同

年
に

人
権

宣
言

を
発

し
、

国
民

主
権

、
人

間
の

自
由

、
法

や
権

利
に

お
け

る
平

等
、

私
有

財
産

の
不

可
侵

な
ど

の
理

想
を

掲
げ

た
。

10
月

に
は

食
糧

危
機

を
背

景
に

、
女

性
を

中
心

と
す

る
パ

リ

民
衆

が
ヴ

ェ
ル

サ
イ

ユ
に

向
け

行
進

し
、

国
王

一
家

を
パ

リ
に

連
行

し
た

。

　
17

91
年

、立
憲

君
主

制
と

制
限

選
挙

を
柱

と
す

る
憲

法
が

発
布

さ
れ

、選
挙

で
成

立
し

た
立

法
議

会
は

、翌
92

年
、

革
命

へ
の

干
渉

を
宣

言
し

た
オ

ー
ス

ト
リ

ア
に

宣
戦

し
、

戦
争

が
始

ま
っ

た
。

戦
争

で
革

命
が

危
機

に
陥

る
と

、
全

国
か

ら
の

義
勇

兵
と

パ
リ

の
民

衆
が

蜂
起

し
て

、
王

権
を

停
止

し
た

。
男

子
普

通
選

挙
に

よ
っ

て
国

民
公

会
が

成
立

し
、

共
和

政
の

成
立

が
宣

言
さ

れ
た

。
国

民
公

会
で

は
、

ロ
ベ

ス
ピ

エ
ー

ル
を

中
心

と
す

る
急

進
共

和
派

が
主

導
権

を
握

り
、
93

年
に

は
国

王
ル

イ
16

世
を

処
刑

し
た

。
さ

ら
に

は
、
物

価
を

統
制

し
て

民
衆

の
生

活
の

安
定

を
図

り
、

農
民

の
要

求
に

応
え

て
領

主
が

課
し

て
き

た
地

代
を

廃
止

し
て

無
償

で
土

地
を

分
け

与
え

る
一

方
、

反
対

派
を

次
々

に
処

刑
し

、
恐

怖
政

治
を

行
っ

た
。

問
１

　
下

線
⑴

に
つ

い
て

、
17

76
年

の
第

2
回

大
陸

会
議

で
採

択
さ

れ
た

ア
メ

リ
カ

独
立

宣
言

に
関

し
て

誤
っ

て

い
る

も
の

を
、

次
の

ア
～

エ
の

中
か

ら
一

つ
選

び
な

さ
い

。
	

1

ア
　

ト
マ

ス
＝

ジ
ェ

フ
ァ

ソ
ン

が
中

心
と

な
っ

て
起

草
し

、
フ

ラ
ン

ク
リ

ン
や

モ
ン

テ
ス

キ
ュ

ー
が

補
筆

、
修

正
し

た
。

イ
　

自
然

法
思

想
に

基
づ

き
、

基
本

的
人

権
や

革
命

権
を

肯
定

し
た

。

ウ
　

そ
の

宣
言

で
は

、
す

べ
て

の
人

は
平

等
に

作
ら

れ
、

生
命

、
自

由
、

そ
し

て
幸

福
の

追
求

な
ど

の
権

利
は

、

「
神

に
よ

っ
て

与
え

ら
れ

て
い

る
」

と
明

言
さ

れ
て

い
る

。

エ
　

起
草

段
階

で
奴

隷
制

を
批

判
す

る
内

容
も

あ
っ

た
が

、
実

際
の

独
立

宣
言

で
は

削
除

さ
れ

た
。

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

ー
26
ー

問
２

　
下

線
⑵

に
あ

る
三

部
会

は
、

14
世

紀
に

初
め

て
課

税
へ

の
同

意
を

三
つ

の
身

分
か

ら
得

る
た

め
に

設
置

さ

れ
た

が
、

王
権

の
強

化
を

背
景

に
招

集
さ

れ
な

く
な

っ
た

。
で

は
、

フ
ラ

ン
ス

革
命

以
前

に
、

三
部

会
が

最

後
に

開
か

れ
た

の
は

何
年

か
、

正
し

い
も

の
を

次
の

ア
～

エ
の

中
か

ら
一

つ
選

び
な

さ
い

。
	

2

ア
　

15
64

年
　

　
　

イ
　

16
14

年
　

　
　

ウ
　

16
64

年
　

　
　

エ
　

17
14

年

問
３

　
バ

ス
テ

ィ
ー

ユ
牢

獄
の

襲
撃

が
起

き
た

日
は

、
今

日
で

は
フ

ラ
ン

ス
の

革
命

記
念

日
に

な
っ

て
い

る
が

、
そ

れ
は

何
月

何
日

か
、

正
し

い
も

の
を

次
の

ア
～

エ
の

中
か

ら
一

つ
選

び
な

さ
い

。
	

3

ア
　

2
月

11
日

　
　

　
イ

　
7
月

4
日

　
　

　
ウ

　
7
月

14
日

　
　

　
エ

　
8
月

4
日

問
４

　
下

線
⑷

に
あ

る
人

権
宣

言
に

つ
い

て
誤

っ
て

い
る

も
の

を
、

次
の

ア
～

エ
の

中
か

ら
一

つ
選

び
な

さ
い

。

	
	

4

ア
　

こ
の

宣
言

に
は

、
人

間
の

権
利

と
し

て
、

労
働

者
た

ち
が

労
働

組
合

を
結

成
す

る
権

利
が

重
要

な
要

素
と

し
て

含
ま

れ
て

い
た

。

イ
　

革
命

期
に

人
権

を
実

現
で

き
た

の
は

、
革

命
の

指
導

的
勢

力
で

あ
っ

た
人

々
、

財
産

と
教

養
を

も
つ

一
部

の
男

性
市

民
の

み
で

あ
っ

た
。

ウ
　

人
権

宣
言

の
理

想
は

、
フ

ラ
ン

ス
の

植
民

地
に

も
届

き
、

ハ
イ

チ
で

は
、

元
奴

隷
で

あ
る

ト
ゥ

サ
ン

＝
ル

ヴ
ェ

ル
チ

ュ
ー

ル
ひ

き
い

る
黒

人
奴

隷
た

ち
が

蜂
起

し
、

内
戦

を
経

た
あ

と
、

18
04

年
、

最
初

の
黒

人

共
和

国
で

あ
る

ハ
イ

チ
共

和
国

を
樹

立
し

た
。

エ
　

女
性

解
放

の
思

想
・
運

動
の

先
駆

け
と

な
っ

た
オ

ラ
ン

プ
＝

ド
ゥ

＝
グ

ー
ジ

ュ
は

、「
人

権
宣

言
」

が
「

男

性
の

権
利

宣
言

」
に

す
ぎ

ず
「

女
性

は
権

利
に

お
い

て
男

性
と

同
等

で
あ

る
」

と
主

張
し

た
が

、
恐

怖
政

治
を

批
判

し
て

処
刑

さ
れ

た
。

ー
27
ー
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問
５

　
下

線
⑸

に
あ

る
恐

怖
政

治
以

降
の

フ
ラ

ン
ス

の
動

向
に

関
し

て
、

誤
っ

て
い

る
も

の
を

、
次

の
ア

～
エ

の
中

か
ら

一
つ

選
び

な
さ

い
。

	
5

ア
　

革
命

を
恐

れ
て

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
君

主
国

が
結

成
し

た
第

１
回

対
仏

大
同

盟
と

の
戦

局
が

好
転

し
危

機
が

遠
ざ

か
る

と
、

種
々

の
動

静
や

独
裁

へ
の

不
満

が
表

面
化

し
、

ロ
ベ

ス
ピ

エ
ー

ル
ら

は
逮

捕
・

処
刑

さ
れ

た
。

イ
　

恐
怖

政
治

の
体

制
が

放
棄

さ
れ

て
後

に
、王

政
復

古
を

も
く

ろ
む

勢
力

も
復

活
し

、政
治

は
安

定
し

な
か

っ

た
。

そ
う

し
た

な
か

、
イ

タ
リ

ア
遠

征
や

エ
ジ

プ
ト

遠
征

で
名

声
を

得
て

い
た

ナ
ポ

レ
オ

ン
＝

ボ
ナ

パ
ル

ト
は

、
ク

ー
デ

タ
で

政
府

の
樹

立
を

認
め

さ
せ

、
実

質
的

な
独

裁
権

力
を

握
っ

た
。

ウ
　

18
04

年
に

ナ
ポ

レ
オ

ン
は

、
国

民
の

世
論

を
無

視
し

て
、

独
裁

権
力

に
よ

っ
て

皇
帝

ナ
ポ

レ
オ

ン
1
世

と
し

て
即

位
し

、
フ

ラ
ン

ス
は

帝
政

に
移

行
し

た
。

エ
　

ナ
ポ

レ
オ

ン
は

、
経

済
や

教
育

の
制

度
を

整
備

し
、

封
建

制
の

廃
止

、
契

約
の

自
由

、
所

有
の

不
可

侵
な

ど
を

定
め

た
近

代
的

な
民

法
典

（
ナ

ポ
レ

オ
ン

法
典

）
を

制
定

す
る

な
ど

革
命

の
成

果
を

定
着

さ
せ

た
。

ー
28
ー

Ⅱ
．

次
の

文
章

は
、杉

山
伸

也『
グ

ロ
ー

バ
ル

経
済

史
入

門
』（

岩
波

書
店

、2
01

4
年

）の
一

節
で

あ
る

。
こ

れ
を

読
み

、

問
６

～
問

10
に

答
え

な
さ

い
。

第
一

次
大

戦
前

の
日

本
の

国
家

財
政

は
破

綻
寸

前
の

状
態

で
、

金
本

位
制

の
維

持
も

む
ず

か
し

く
、

国
際

収
支

の
危

機
に

直
面

し
て

い
た

。
第

一
次

世
界

大
戦

の
勃

発
に

と
も

な
う

大
戦

ブ
ー

ム
に

よ
っ

て
日

本
か

ら
の

輸
出

は
急

増
し

、
ま

た
欧

米
諸

国
か

ら
の

工
業

品
の

輸
入

が
急

減
し

て
重

化
学

工
業

の
輸

入
代

替
化

が
す

す
ん

だ
。

政
府

財
政

は
大

幅
に

改
善

し
、

19
15

～
18

年
の

経
常

収
支

は
27

億
35

00
万

円
の

受
取

超
過

で
、

日
本

は
一

躍
債

務
国

か
ら

債
権

国
に

な
っ

た
。

し
か

し
、

日
本

経
済

は
、

大
戦

ブ
ー

ム
の

整
理

が
不

十
分

で
あ

っ
た

た
め

に
、

戦
後

恐
慌

、
23

年
の

A
、

27
年

の
B

と
停

滞
の

時
期

を
た

ど
り

、
国

内
物

価
も

国
際

水
準

に
比

較
し

て
割

高

の
状

況
が

つ
づ

い
た

。
日

本
が

欧
米

諸
国

と
対

等
の

「
一

等
国

」
の

位
置

を
維

持
す

る
た

め
に

は
金

本
位

制
の

維
持

は
最

低
限

の
条

件
で

あ
っ

た
の

で
、

金
本

位
制

へ
の

復
帰

は
た

え
ず

模
索

さ
れ

て
い

た
。

19
20

年
代

は
日

本
国

内
の

政
党

政
治

の
最

盛
期

で
、

立
憲

政
友

会
と

憲
政

会
（

27
年

に
立

憲
民

政
党

）
の

二
大

政
党

が
ほ

ぼ
交

互
に

政
権

を
担

当
し

た
が

、
両

党
の

国
内

の
財

政
経

済
政

策
と

対
外

政
策

の
姿

勢
は

対
照

的
で

、
政

友
会

が
積

極
財

政
・

対
外

膨
張

政
策

の
「

大
き

な
政

府
」

路
線

を
と

っ
た

の
に

対
し

て
、

憲
政

会
（

民
政

党
）

は
均

衡
財

政
・

国
際

協
調

政
策

の
「

小
さ

な
政

府
」

路
線

を
志

向
し

た
。

日
本

は
第

一
次

大
戦

末
期

の
17

年
に

金
本

位

制
を

停
止

し
て

い
た

の
で

、
20

年
代

の
対

外
的

な
政

策
課

題
は

、
日

本
が

い
つ

、
ど

の
よ

う
な

為
替

レ
ー

ト
で

金

本
位

制
に

復
帰

す
る

か
と

い
う

「
金

解
禁

」
問

題
で

あ
っ

た
。

金
本

位
制

に
復

帰
す

る
場

合
、

旧
平

価
（

停
止

前
の

10
0
円

＝
49

.84
5
ド

ル
）

で
実

施
す

る
か

、
あ

る
い

は
平

価
を

切
り

下
げ

て
新

平
価

で
実

施
す

る
か

と
い

う
ふ

た
つ

の
選

択
肢

が
あ

っ
た

。
金

解
禁

論
争

は
、

国
際

的
レ

ベ
ル

で
ひ

ろ
く

お
こ

な
わ

れ
た

経
済

論
争

で
、

日
本

国
内

で
も

政
官

財
民

を
ま

き
こ

ん
だ

大
論

争
に

な
っ

た
。

最
大

の
ポ

イ
ン

ト
は

国
際

経
済

と
の

協
調

優
先

か
、

そ
れ

と
も

国
内

経
済

を
優

先
す

る
か

と
い

う
問

題
で

、
20

年
代

は
軍

縮
・

国
際

協
調

が
国

際
的

な
潮

流
で

あ
っ

た
た

め
に

、
憲

政

会
（

民
政

党
）

は
こ

の
国

際
協

調
路

線
を

積
極

的
に

推
進

し
た

が
、

政
友

会
は

こ
の

潮
流

を
無

視
す

る
こ

と
は

で
き

な
か

っ
た

も
の

の
金

解
禁

に
は

消
極

的
で

あ
っ

た
。

金
本

位
制

へ
の

復
帰

の
最

大
の

機
会

は
、

19
19

年
6
月

に
ア

メ
リ

カ
が

金
本

位
制

に
復

帰
し

た
直

後
の

段
階

で
、

こ
の

時
点

で
日

本
は

十
分

な
正

貨
を

保
有

し
て

お
り

、
ま

た
大

戦
後

の
国

際
経

済
の

再
建

に
お

い
て

日
本

が
リ

ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

と
れ

る
可

能
性

も
あ

っ
た

が
、

原
敬

政
友

会
内

閣
の

高
橋

是
清

蔵
相

は
中

国
で

の
有

事
を

理
由

に
金

本
位

制
へ

の
復

帰
を

見
送

っ
た

。
そ

の
後

、
復

帰
の

機
会

は
い

く
ど

か
あ

っ
た

が
、

A
や

B

な
ど

国
内

の
事

情
で

先
送

り
さ

れ
、

輸
入

超
過

が
つ

づ
い

て
正

貨
が

減
少

し
た

た
め

に
、

日
本

は
し

だ
い

に
選

択
肢

を
せ

ば
め

ら
れ

、
追

い
つ

め
ら

れ
て

い
っ

た
。

⑹

⑻

⑼

⑽

ー
29
ー



歴
史
総
合

14

問
６

　
下

線
⑹

に
関

連
し

て
、

第
一

次
世

界
大

戦
の

記
述

と
し

て
誤

っ
て

い
る

も
の

を
、

次
の

ア
～

エ
の

中
か

ら
一

つ
選

び
な

さ
い

。
	

6

ア
　

戦
場

は
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
か

ら
中

東
、

さ
ら

に
は

列
強

の
植

民
地

な
ど

に
も

広
が

っ
た

。
日

本
は

ド
イ

ツ
の

権
益

が
あ

っ
た

中
国

の
山

東
省

を
占

領
し

、
袁

世
凱

政
府

に
二

十
一

か
条

要
求

を
強

要
し

て
、

そ
の

大
部

分
を

承
認

さ
せ

た
。

イ
　

毒
ガ

ス
・

戦
車

・
飛

行
機

・
潜

水
艦

な
ど

の
新

兵
器

が
投

入
さ

れ
、

大
量

の
戦

死
者

を
出

す
と

と
も

に
、

非
戦

闘
員

に
も

多
大

な
犠

牲
を

も
た

ら
し

た
。

ウ
　

ア
メ

リ
カ

は
当

初
中

立
を

保
っ

て
い

た
が

、
ド

イ
ツ

よ
る

無
制

限
潜

水
艦

作
戦

を
理

由
と

し
て

同
盟

国
側

で
参

戦
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
戦

局
は

同
盟

国
側

に
有

利
と

な
っ

た
。

エ
　

戦
場

で
の

戦
い

だ
け

で
は

な
く

、
非

戦
闘

員
で

あ
る

国
民

全
体

の
経

済
的

・
政

治
的

な
協

力
を

必
要

と
す

る
総

力
戦

と
な

っ
た

。
総

力
戦

を
戦

う
た

め
に

強
力

な
政

治
体

制
が

作
ら

れ
、

新
聞

な
ど

の
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
に

よ
っ

て
、

戦
争

を
支

援
す

る
世

論
が

素
早

く
形

成
さ

れ
た

。

問
７

　
A

・
B

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

ア
～

エ
の

中
か

ら
一

つ
選

び

な
さ

い
。

	
7

　
　

A
　

　
		

B

ア
　

関
東

大
震

災
　

　
　

昭
和

恐
慌

　
　

イ
　

関
東

大
震

災
　

　
　

金
融

恐
慌

　
　

ウ
　

米
騒

動
　

　
　

　
　

昭
和

恐
慌

　
　

　

エ
　

米
騒

動
　

　
　

　
　

金
融

恐
慌

　

ー
30
ー

問
８

　
下

線
⑻

に
関

連
し

て
、

大
正

デ
モ

ク
ラ

シ
ー

に
つ

い
て

述
べ

た
次

の
文

X
・

Y
に

つ
い

て
、

そ
の

正
誤

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

後
の

ア
～

エ
の

中
か

ら
一

つ
選

び
な

さ
い

。
	

8

X
　

第
1
党

の
党

首
が

内
閣

を
組

織
す

る
慣

例
は

、「
憲

政
の

常
道

」
と

呼
ば

れ
、

主
要

新
聞

や
知

識
人

か
ら

支
持

さ
れ

た
。

し
か

し
、

そ
の

慣
例

が
出

来
た

も
の

の
、

首
相

は
元

老
と

呼
ば

れ
る

長
老

政
治

家
に

よ
っ

て
決

定
さ

れ
て

お
り

、
総

選
挙

の
影

響
は

ま
だ

不
十

分
で

あ
っ

た
。

Y
　

加
藤

高
明

内
閣

は
普

通
選

挙
法

を
制

定
し

、
軍

人
な

ど
一

部
を

除
く

満
18

歳
以

上
の

男
性

は
納

税
資

格

に
関

係
な

く
選

挙
権

を
与

え
ら

れ
た

。
ま

た
、

普
通

選
挙

法
と

同
時

に
、

天
皇

制
や

資
本

主
義

の
否

定
を

は
か

る
者

を
罰

す
る

治
安

維
持

法
が

制
定

さ
れ

た
。

ア
　

X
　

正
　

　
　

Y
　

正
　

イ
　

X
　

正
　

　
　

Y
　

誤
　

ウ
　

X
　

誤
　

　
　

Y
　

正

エ
　

X
　

誤
　

　
　

Y
　

誤
　

問
９

　
下

線
⑼

に
関

連
し

て
、

ワ
シ

ン
ト

ン
体

制
に

つ
い

て
述

べ
た

次
の

文
X
・

Y
に

つ
い

て
、

そ
の

正
誤

の
組

み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
後

の
ア

～
エ

の
中

か
ら

一
つ

選
び

な
さ

い
。

	
9

X
　

ア
メ

リ
カ

・
イ

ギ
リ

ス
・

日
本

・
フ

ラ
ン

ス
は

、
太

平
洋

地
域

に
お

け
る

領
土

の
現

状
維

持
を

定
め

た
九

か
国

条
約

を
結

び
、

こ
の

結
果

、
日

英
同

盟
は

破
棄

さ
れ

た
。

ま
た

四
か

国
条

約
に

よ
っ

て
、

中
国

の
独

立
と

主
権

の
尊

重
と

と
も

に
、

ア
メ

リ
カ

が
主

張
し

て
き

た
門

戸
解

放
が

確
認

さ
れ

た
。

Y
　

軍
縮

の
機

運
を

反
映

し
て

ア
メ

リ
カ

・
イ

ギ
リ

ス
・

日
本

・
フ

ラ
ン

ス
・

イ
タ

リ
ア

の
あ

い
だ

に
結

ば
れ

た
海

軍
軍

備
制

限
条

約
で

は
、

ア
メ

リ
カ
・
イ

ギ
リ

ス
・
日

本
の

あ
い

だ
で

主
力

艦
の

保
有

比
率

が
5：

5：

3
と

定
め

ら
れ

、
ア

メ
リ

カ
が

イ
ギ

リ
ス

と
肩

を
並

べ
た

。

ア
　

X
　

正
　

　
　

Y
　

正
　

イ
　

X
　

正
　

　
　

Y
　

誤
　

ウ
　

X
　

誤
　

　
　

Y
　

正
　

エ
　

X
　

誤
　

　
　

Y
　

誤
　

ー
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歴
史
総
合

15

問
10

　
下

線
⑽

に
関

連
し

て
、

高
橋

是
清

に
つ

い
て

述
べ

た
次

の
文

X
・

Y
に

つ
い

て
、

そ
の

正
誤

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

後
の

ア
～

エ
の

中
か

ら
一

つ
選

び
な

さ
い

。
	

10

X
　

満
州

事
変

の
さ

な
か

に
成

立
し

た
犬

養
毅

内
閣

の
高

橋
是

清
蔵

相
は

、金
輸

出
再

禁
止

を
断

行
す

る
一

方
、

財
政

支
出

の
増

大
に

よ
る

景
気

回
復

を
は

か
っ

た
。

円
が

急
騰

し
た

の
で

輸
出

が
急

増
し

、
と

く
に

綿
織

物
輸

出
は

イ
ギ

リ
ス

を
抜

い
て

世
界

第
1
位

と
な

っ
た

。

Y
　

日
本

は
列

強
の

な
か

で
も

っ
と

も
早

く
世

界
恐

慌
か

ら
脱

出
し

た
。

し
か

し
、

景
気

回
復

後
、

高
橋

是
清

蔵
相

は
軍

備
拡

大
に

積
極

的
と

な
り

、
軍

縮
条

約
が

失
効

す
る

の
を

日
本

の
危

機
と

と
ら

え
て

軍
備

拡
大

を
主

張
す

る
右

翼
や

軍
部

と
協

調
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

ア
　

X
　

正
　

　
　

Y
　

正
　

イ
　

X
　

正
　

　
　

Y
　

誤
　

ウ
　

X
　

誤
　

　
　

Y
　

正

エ
　

X
　

誤
　

　
　

Y
　

誤
　

ー
32
ー

Ⅲ
．

次
の

文
章

は
、

池
上

俊
一

『
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

史
入

門
』（

岩
波

書
店

、
20

22
年

）
の

一
節

で
あ

る
（

一
部

改
訂

）。

こ
れ

を
読

み
、

問
11

～
問

15
に

答
え

な
さ

い
。

第
一

次
世

界
大

戦
後

の
19

20
年

、
世

界
に

安
定

を
も

た
ら

す
こ

と
を

目
的

と
し

て
国

際
連

盟
が

設
立

さ
れ

ま
し

た
が

、
世

界
恐

慌
な

ど
の

大
き

な
危

機
を

解
決

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

各
国

が
自

国
の

こ
と

の
み

で
精

一
杯

に
な

り
、

不
満

を
鬱う
っ

積せ
き

さ
せ

て
い

き
ま

し
た

。

そ
こ

で
勢

力
を

伸
ば

し
た

の
が

、民
族

主
義

者
、そ

し
て

フ
ァ

シ
ス

ト
た

ち
で

し
た

。
自

由
主

義
は

近
代

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

生
み

出
し

た
優

れ
た

理
念

で
す

が
、

フ
ァ

シ
ス

ト
は

そ
れ

を
否

定
し

「
民

族
や

国
家

あ
る

い
は

党
な

ど
の

集
団

生
活

の
中

に
の

み
個

人
の

自
由

は
あ

る
」

と
し

て
、

複
数

政
党

制
や

個
人

の
自

由
主

義
的

諸
権

利
お

よ
び

議
会

制
民

主
主

義
を

認
め

な
か

っ
た

の
で

す
。

そ
れ

は
ド

イ
ツ

の
ヒ

ト
ラ

ー
お

よ
び

他
の

諸
国

の
右

翼
た

ち
に

モ
デ

ル
を

提
供

し
ま

し
た

。
ド

イ
ツ

で
ナ

チ
ス

が

台
頭

し
た

背
景

に
は

、
と

て
も

支
払

え
な

い
巨

額
の

賠
償

金
と

、
世

界
恐

慌
に

よ
る

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
全

体
の

壊
滅

的
経

済
が

あ
り

ま
し

た
。

そ
う

し
た

中
、

勢
い

を
増

し
た

ヒ
ト

ラ
ー

率
い

る
ナ

チ
ス

は
、

19
33

年
1
月

、「
合

法
」

的
な

手
段

で
政

権
に

就

い
て

内
閣

を
発

足
さ

せ
、

3
月

に
は

新
国

会
で

、
議

会
の

承
認

や
批

准
な

し
に

内
閣

に
立

法
権

を
認

め
る

全
権

委
任

法
を

可
決

、
翌

年
8
月

に
は

ヒ
ト

ラ
ー

が
総

統
に

就
任

し
ま

し
た

。

イ
ギ

リ
ス

と
フ

ラ
ン

ス
の

ド
イ

ツ
に

対
す

る
宥

和
政

策
は

機
能

せ
ず

、
チ

ェ
コ

ス
ロ

ヴ
ァ

キ
ア

を
手

に
入

れ
た

だ

け
で

は
満

足
し

な
い

ヒ
ト

ラ
ー

は
、

バ
ル

カ
ン

進
出

を
本

格
化

さ
せ

て
い

き
、

バ
ル

カ
ン

協
商

を
崩

壊
さ

せ
ま

す
。

ま
た

19
36

年
10

月
、

ス
ペ

イ
ン

内
乱

へ
の

介
入

で
協

力
し

た
イ

タ
リ

ア
と

の
間

に
ベ

ル
リ

ン
・

ロ
ー

マ
枢

軸
を

結

び
、

翌
月

に
日

独
防

共
協

定
、

39
年

8
月

に
ソ

連
と

の
不

可
侵

条
約

を
締

結
し

た
後

、
同

年
9
月

1
日

に
ポ

ー
ラ

ン
ド

へ
の

攻
撃

を
開

始
し

ま
す

。
こ

う
し

て
第

二
次

世
界

大
戦

の
火

蓋
が

切
っ

て
落

と
さ

れ
ま

し
た

。

最
初

の
う

ち
は

順
調

に
勝

利
を

重
ね

た
ド

イ
ツ

で
す

が
、

イ
ギ

リ
ス

を
破

る
こ

と
が

で
き

ず
、

19
41

年
6
月

、

独
ソ

不
可

侵
条

約
を

破
棄

し
て

始
め

た
対

ソ
連

戦
（

独
ソ

戦
）

で
は

度
重

な
る

敗
北

に
苦

し
み

ま
し

た
。

42
年

か

ら
は

枢
軸

国
（

ド
イ

ツ
、

イ
タ

リ
ア

、
日

本
）

と
連

合
国

（
イ

ギ
リ

ス
、

ソ
連

、
ア

メ
リ

カ
な

ど
）

の
間

で
戦

争
が

激
化

し
ま

し
た

。
連

合
国

軍
は

北
ア

フ
リ

カ
で

勝
利

し
、

43
年

に
イ

タ
リ

ア
に

侵
攻

、
44

年
に

は
フ

ラ
ン

ス
を

奪

還
し

ま
し

た
。

19
45

年
の

春
、ド

イ
ツ

は
東

か
ら

ソ
連

に
、西

か
ら

は
他

の
連

合
国

に
侵

攻
さ

れ
ま

し
た

。
赤

軍
（

ソ
連

の
陸

軍
）

が
ベ

ル
リ

ン
の

国
会

議
事

堂
を

占
拠

し
た

と
き

、
ヒ

ト
ラ

ー
は

自
殺

し
、

ド
イ

ツ
は

5
月

初
旬

に
降

伏
し

ま
し

た
。

9
月

に
は

日
本

が
降

伏
書

に
調

印
し

て
、

第
二

次
世

界
大

戦
が

終
結

し
ま

し
た

。

⑾

⑿

⒀

⒁

⒂

ー
33
ー
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問
11

　
下

線
⑾

に
つ

い
て

誤
っ

て
い

る
も

の
を

、
次

の
ア

～
エ

の
中

か
ら

一
つ

選
び

な
さ

い
。

	
11

ア
　

ア
メ

リ
カ

で
は

政
府

の
権

限
を

拡
大

・
強

化
し

、
経

済
活

動
に

積
極

的
に

介
入

し
て

、
資

本
主

義
経

済
の

立
て

直
し

が
図

ら
れ

た
。

イ
　

資
本

主
義

国
と

の
経

済
関

係
が

少
な

か
っ

た
ソ

連
も

、
急

速
な

工
業

化
を

進
め

て
い

た
こ

と
も

あ
り

、
大

き
な

影
響

を
受

け
た

。

ウ
　

イ
ギ

リ
ス

や
フ

ラ
ン

ス
、

ア
メ

リ
カ

は
、

広
大

な
植

民
地

や
自

治
領

で
排は
い

他た

的
な

ブ
ロ

ッ
ク

経
済

圏
を

つ

く
る

こ
と

で
恐

慌
の

克
服

を
試

み
、

そ
れ

に
よ

っ
て

自
由

貿
易

が
破

壊
さ

れ
、

ブ
ロ

ッ
ク

間
に

摩
擦

が
生

ま
れ

、
第

二
次

世
界

大
戦

の
遠

因
と

な
っ

た
。

エ
　

日
本

で
も

株
価

が
暴

落
し

、
ア

メ
リ

カ
へ

の
輸

出
品

で
あ

る
生

糸
を

は
じ

め
米

な
ど

の
農

産
物

の
価

格
が

暴
落

し
た

。
そ

の
結

果
、

農
村

は
窮き
ゅ
う

乏ぼ
う

し
、

商
工

業
に

も
不

安
が

拡
が

っ
た

。

問
12

　
下

線
⑿

は
フ

ァ
シ

ズ
ム

を
主

義
と

し
て

い
る

人
を

指
す

が
、

こ
の

フ
ァ

シ
ズ

ム
に

つ
い

て
誤

っ
て

い
る

も
の

を
、

次
の

ア
～

エ
の

中
か

ら
一

つ
選

び
な

さ
い

。
	

12

ア
　

カ
リ

ス
マ

的
な

リ
ー

ダ
ー

の
強

力
な

指
導

の
下

、
国

家
の

統
制

に
よ

っ
て

危
機

を
打

破
す

る
こ

と
を

目
指

し
た

。

イ
　

異
論

を
唱

え
る

人
々

の
人

権
は

な
い

が
し

ろ
に

さ
れ

、
暴

力
的

に
弾

圧
さ

れ
た

。

ウ
　

共
産

主
義

や
議

会
主

義
は

国
民

の
団

結
を

も
た

ら
す

思
想

と
し

て
肯

定
さ

れ
た

。

エ
　

多
く

の
国

民
の

支
持

を
得

る
た

め
、

国
民

の
暮

ら
し

や
生

活
に

一
定

の
配

慮
を

示
し

た
。

問
13

　
下

線
⒀

に
関

連
し

て
、

ナ
チ

ス
政

権
が

行
っ

た
こ

と
と

し
て

誤
っ

て
い

る
も

の
を

、
次

の
ア

～
エ

の
中

か
ら

一
つ

選
び

な
さ

い
。

	
13

ア
　

国
家

に
よ

る
経

済
へ

の
介

入
と

い
う

計
画

経
済

の
要

素
を

取
り

入
れ

、
と

り
わ

け
公

共
事

業
を

積
極

的
に

行
う

こ
と

で
、

失
業

を
急

速
に

解
消

し
た

。

イ
　

強
制

的
な

農
業

集
団

化
を

推
進

し
た

が
、

そ
れ

に
反

対
す

る
農

民
を

大
量

に
追

放
し

た
こ

と
で

農
村

の
混

乱
を

ま
ね

き
農

業
生

産
自

体
が

停
滞

し
た

ほ
か

、
過

酷
な

穀
物

調
達

に
よ

る
飢

饉
で

多
く

の
犠

牲
者

を
う

ん
だ

。

ウ
　

ユ
ダ

ヤ
人

に
対

し
て

、
政

治
的

権
利

の
剥は
く

奪だ
つ

や
ド

イ
ツ

人
と

の
結

婚
の

禁
止

な
ど

、
厳

し
い

差
別

を
行

っ

た
。

エ
　

19
33

年
に

国
際

連
盟

か
ら

の
脱

退
を

表
明

し
、

19
35

年
に

は
ヴ

ェ
ル

サ
イ

ユ
条

約
の

軍
備

制
限

条
項

を

破
棄

し
、

再
軍

備
宣

言
を

行
っ

た
。

ー
34
ー

問
14

　
下

線
⒁

の
第

二
次

世
界

大
戦

に
つ

い
て

誤
っ

て
い

る
も

の
を

、
次

の
ア

～
エ

の
中

か
ら

一
つ

選
び

な
さ

い
。

	

	
14

ア
　

総
力

戦
を

後
方

か
ら

支
援

す
る

一
般

市
民

に
対

し
て

恐
怖

を
植

え
付

け
る

、大
規

模
な

爆
撃

が
行

わ
れ

た
。

ド
イ

ツ
と

イ
ギ

リ
ス

は
都

市
空

襲
で

双
方

の
都

市
を

破
壊

し
た

。

イ
　

フ
ァ

シ
ズ

ム
諸

国
の

占
領

地
域

で
は

、
レ

ジ
ス

タ
ン

ス
と

呼
ば

れ
る

抵
抗

運
動

が
繰

り
広

げ
ら

れ
、

パ
ル

チ
ザ

ン
と

呼
ば

れ
る

反
フ

ァ
シ

ズ
ム

の
ゲ

リ
ラ

部
隊

も
各

地
で

活
動

し
た

。

ウ
　

ド
イ

ツ
に

占
領

さ
れ

た
フ

ラ
ン

ス
で

は
絶

滅
収

容
所

が
各

地
に

つ
く

ら
れ

、
国

家
に

よ
っ

て
労

働
力

と
し

て
価

値
が

な
い

と
認

定
さ

れ
た

人
々

が
送

り
込

ま
れ

虐
殺

さ
れ

た
。

エ
　

ソ
連

は
独

ソ
不

可
侵

条
約

の
秘

密
議

定
書

な
ど

に
基

づ
い

て
バ

ル
ト

三
国

を
併

合
し

、
現

地
の

指
導

層
を

弾
圧

し
た

。

問
15

　
下

線
⒂

に
関

連
し

て
、

第
二

次
世

界
大

戦
の

結
果

と
し

て
誤

っ
て

い
る

も
の

を
、

次
の

ア
～

エ
の

中
か

ら
一

つ
選

び
な

さ
い

。
	

15

ア
　

戦
争

の
帰き

趨す
う

に
決

定
的

な
役

割
を

果
た

し
た

ア
メ

リ
カ

が
圧

倒
的

な
存

在
感

を
も

っ
て

、
戦

後
世

界
の

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
立

ち
現

れ
る

こ
と

と
な

っ
た

。

イ
　

ド
イ

ツ
を

打
倒

す
る

上
で

中
心

的
な

役
割

を
果

た
し

、
東

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
を

支
配

下
に

入
れ

た
ソ

連
は

、
国

際
社

会
に

お
け

る
影

響
力

を
大

き
く

高
め

た
。

ウ
　

第
二

次
世

界
大

戦
の

過
程

で
、

ア
ジ

ア
や

ア
フ

リ
カ

に
お

け
る

植
民

地
支

配
体

制
は

大
き

く
ゆ

ら
ぎ

、
戦

後
に

向
け

て
の

独
立

の
展

望
を

現
地

の
人

々
に

大
き

く
開

い
た

。

エ
　

第
二

次
世

界
大

戦
の

戦
後

処
理

に
お

い
て

、
連

合
国

は
、

ド
イ

ツ
の

戦
時

中
の

体
制

を
解

体
し

社
会

を
民

主
化

す
る

こ
と

よ
り

も
、

制
裁

に
重

点
を

置
い

た
。

　
　

ー
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ー
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Ⅳ
．

次
の

文
章

を
読

み
、

問
16

～
問

20
に

答
え

な
さ

い
。

19
60

年
代

な
か

ば
、

ア
ジ

ア
で

新
た

な
戦

争
が

生
じ

た
。

ア
メ

リ
カ

は
、

南
北

間
が

対
立

し
て

い
た

ベ
ト

ナ
ム

で
共

産
主

義
に

対
抗

す
る

と
い

う
理

由
で

、
南

部
の

独
裁

政
権

へ
の

支
援

を
強

め
た

。
ジ

ョ
ン

ソ
ン

大
統

領
が

、

17
を

口
実

に
軍

事
介

入
に

ふ
み

き
っ

た
こ

と
で

、
ベ

ト
ナ

ム
戦

争
は

本
格

化
し

た
。

こ
れ

に
対

し
て

ソ

連
と

中
国

は
、

そ
れ

ぞ
れ

北
ベ

ト
ナ

ム
に

軍
事

支
援

を
行

っ
た

。
そ

の
後

は
、

困
難

な
和

平
交

渉
を

経
て

、
19

73

年
に

ベ
ト

ナ
ム

和
平

協
定

が
成

立
し

た
。

こ
の

戦
争

は
植

民
地

支
配

や
冷

戦
体

制
を

突
き

崩
し

、
ア

メ
リ

カ
社

会
を

動
揺

さ
せ

た
。

	

ベ
ト

ナ
ム

戦
争

に
加

え
て

、「
ニ

ク
ソ

ン
シ

ョ
ッ

ク
」

が
ア

メ
リ

カ
の

国
際

的
な

威
信

を
傷

つ
け

た
。

世
界

の
通

貨
制

度
は

、
固

定
相

場
制

か
ら

変
動

相
場

制
に

移
行

し
、

ア
メ

リ
カ

中
心

の
ブ

レ
ト

ン
ウ

ッ
ズ

体
制

が
崩

壊
す

る
こ

と
と

な
り

、
世

界
経

済
は

不
安

定
性

を
高

め
た

。
	

問
16

　
下

線
⒃

に
つ

い
て

、
こ

れ
を

実
行

し
た

大
統

領
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
ア

～
エ

の
中

か
ら

一
つ

選
び

な
さ

い
。

	
16

ア
　

ト
ル

ー
マ

ン
大

統
領

	

イ
　

レ
ー

ガ
ン

大
統

領
	

ウ
　

ク
リ

ン
ト

ン
大

統
領

エ
　

ケ
ネ

デ
ィ

大
統

領

問
17

　
17

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
、

次
の

ア
～

エ
の

中
か

ら
一

つ
選

び
な

さ
い

。
	

17

ア
　

盧
溝

橋
事

件
	

イ
　

ト
ン

キ
ン

湾
事

件

ウ
　

サ
ラ

イ
ェ

ヴ
ォ

事
件

エ
　

血
の

日
曜

日
事

件

問
18

　
下

線
⒅

に
つ

い
て

、
こ

れ
に

関
し

て
誤

っ
て

い
る

も
の

を
、

次
の

ア
～

エ
の

中
か

ら
一

つ
選

び
な

さ
い

。

	
	

18

ア
　

ア
メ

リ
カ

が
北

ベ
ト

ナ
ム

へ
の

空
爆

（
北

爆
）

を
開

始
し

た
。

イ
　

ソ
連

軍
が

使
用

し
た

枯
葉

剤
の

た
め

、
障

害
を

も
っ

て
生

ま
れ

る
子

供
が

増
え

た
。

ウ
　

ア
メ

リ
カ

で
は

、
反

戦
運

動
の

声
が

強
ま

っ
た

。

エ
　

南
ベ

ト
ナ

ム
で

は
、北

ベ
ト

ナ
ム

の
支

援
を

受
け

て
い

た
南

ベ
ト

ナ
ム

解
放

民
族

戦
線

が
抵

抗
を

続
け

た
。

⒃

⒅

⒆

⒇

ー
36
ー

問
19

　
下

線
⒆

に
つ

い
て

、
次

の
ア

～
エ

の
中

か
ら

誤
っ

て
い

る
も

の
を

一
つ

選
び

な
さ

い
。

	
19

ア
　

北
緯

17
度

線
で

南
北

に
分

け
ら

れ
る

こ
と

と
な

っ
た

。

イ
　

ア
メ

リ
カ

軍
は

撤
退

し
た

。
	

ウ
　

北
ベ

ト
ナ

ム
側

が
南

側
に

対
し

て
最

終
的

に
勝

利
し

た
。

エ
　

ベ
ト

ナ
ム

社
会

主
義

共
和

国
が

成
立

し
た

。

問
20

　
下

線
⒇

に
つ

い
て

、
こ

れ
に

関
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

ア
～

エ
の

中
か

ら
一

つ
選

び
な

さ
い

。
	

	

	
20

ア
　

新
経

済
政

策
の

一
環

と
し

て
ド

ル
と

金
の

交
換

を
停

止
し

た
。

	

イ
　

サ
ブ

プ
ラ

イ
ム

＝
ロ

ー
ン

で
巨

額
な

損
失

が
出

る
と

、
金

融
危

機
が

世
界

的
に

拡
大

し
た

。

ウ
　

原
油

価
格

が
4
倍

に
上

昇
し

た
こ

と
で

激
し

い
イ

ン
フ

レ
が

起
こ

っ
た

。

エ
　

増
加

し
た

通
貨

が
株

式
と

不
動

産
に

投
資

さ
れ

、
株

価
と

地
価

が
高

騰
し

た
。

ー
37
ー



数
学
Ⅰ

18

数
学
Ⅰ Ⅰ
　
以
下
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
⑴
　
2x

2  +
 5
xy
 +
 3
y2
 -
 3
x 
- 
6y

 -
 9
 を
因
数
分
解
せ
よ
。

　
⑵
　
x  
＝
 　
　
　
  ,
　
y 
＝
 　
　
　
   
の
と
き
，
以
下
の
式
の
値
を
求
め
よ
。

　
　
　
①
　
x 
+ 
y　
　
②
　
xy
　
　
③
　
x2
 +
 y
2

Ⅱ
　
関
数
 y
 ＝

 -
x2
 +
 2
ax
 +
 6
 (0
≦ 
x 
≦2
)に
つ
い
て
，
以
下
の
問
い
に
答
え
よ
。
た
だ
し
，
a
は
定
数

　
　
と
す
る
。

　
⑴
　
グ
ラ
フ
の
頂
点
の
座
標
を
a
を
用
い
て
表
せ
。

　
⑵
　
こ
の
関
数
の
最
大
値
を
求
め
よ
。

3 5 
2
+

3 5 
2
-

ー
40
ー

Ⅲ
　
円
に
内
接
す
る
四
角
形
 A
BC
D
 に
お
い
て
，
A
B 
= 
　
　
 ，
BC
 =
 4
，
CD
 =
 　
  ，
∠
A
BC
 =
 4
5°
と

　
　
す
る
と
き
，
次
の
も
の
を
求
め
よ
。

　
⑴
　
∠
A
D
C
の
大
き
さ

　
⑵
　
対
角
線
A
C
の
長
さ

　
⑶
　
辺
A
D
の
長
さ

Ⅳ
　
あ
る
5
つ
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
，
平
均
値
は
31
で
あ
り
，
偏
差
は
そ
れ
ぞ
れ
 -
8，
0，
3，
0，
5 
で

　
　
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
5
つ
の
デ
ー
タ
の
値
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
よ
。
ま
た
，
分
散
を
求
め
よ
。

2 
4

2 

45
°

ー
41
ー
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１
．

次
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

　
　

大
問

１
は

1
〜

６
に

マ
ー

ク
し

て
く

だ
さ

い
。

問
１

　
新

聞
、

テ
レ

ビ
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
な

ど
の

メ
デ

ィ
ア

を
通

じ
て

得
ら

れ
る

情
報

に
関

し
て

、
信

頼
性

を
評

価
す

る
た

め
に

重
要

な
要

素
を

、
次

の
ア

〜
エ

の
中

か
ら

一
つ

選
び

な
さ

い
。

ア
　

情
報

の
主

張
を

確
認

す
る

た
め

に
信

頼
性

の
高

い
情

報
源

が
複

数
あ

る
か

ど
う

か

イ
　

情
報

が
自

分
の

予
想

や
意

見
と

一
致

す
る

か
ど

う
か

ウ
　

情
報

が
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

で
広

く
共

有
さ

れ
て

い
る

か
ど

う
か

エ
　

情
報

が
鮮

や
か

な
画

像
や

見
出

し
で

提
示

さ
れ

て
い

る
か

ど
う

か

問
２

　
メ

デ
ィ

ア
は

情
報

や
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
伝

え
る

手
段

で
あ

る
が

、
1

対
多

で
か

つ
非

同
期

型
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ

ン
に

相
当

す
る

メ
デ

ィ
ア

を
、

次
の

ア
〜

エ
の

中
か

ら
一

つ
選

び
な

さ
い

。

ア
　

電
話

　
　

　
イ

　
新

聞
　

　
　

ウ
　

手
紙

　
　

　
エ

　
ビ

デ
オ

通
話

問
３

　
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
で

は
IP

ア
ド

レ
ス

を
2

進
数

で
扱

う
。

以
下

の
2

進
数

で
表

し
た

IP
v4

ア
ド

レ
ス

を
、

人
間

が
理

解
し

や
す

い
よ

う
に

10
進

数
で

表
す

と
ど

う
な

る
か

。
次

の
ア

〜
エ

の
中

か
ら

一
つ

選
び

な
さ

い
。

な
お

、
以

下
の

32
ビ

ッ
ト

の
符

号
な

し
2

進
数

を
8

ビ
ッ

ト
ご

と
四

つ
に

区
切

っ
て

表
す

こ
と

と
す

る
。

　

2
進

数
で

表
し

た
IP

v4
ア

ド
レ

ス
:10

10
11

00
 0

00
10

00
0 

00
00

10
10

 1
01

10
10

0

ア
　

19
2.1

68
.10

.10
0　

　
　

イ
　

19
2.1

68
.10

.18
0　

　
　

ウ
　

17
2.1

6.1
0.1

00
　

　
　

エ
　

17
2.1

6.1
0.1

80

問
４

　
解

像
度

が
10

24
×

76
8

の
24

ビ
ッ

ト
フ

ル
カ

ラ
ー

画
像

を
複

数
枚

用
い

て
6

分
間

の
動

画
を

作
成

す
る

こ

と
を

考
え

る
。

フ
レ

ー
ム

レ
ー

ト
を

30
fp

sと
し

た
と

き
、

こ
の

動
画

の
デ

ー
タ

量
は

お
よ

そ
何

GB
に

な
る

か
。

次
の

ア
〜

エ
の

中
か

ら
最

も
近

い
も

の
を

選
び

な
さ

い
。

な
お

、
解

像
度

が
10

24
×

76
8

の
24

ビ
ッ

ト

フ
ル

カ
ラ

ー
画

像
の

デ
ー

タ
量

は
2.2

5M
B

で
あ

る
。

ア
　

0.0
2G

B　
　

　
イ

　
5G

B　
　

　
ウ

　
12

GB
　

　
　

エ
　

24
GB

ー
44
ー

問
５

　
情

報
デ

ザ
イ

ン
の

抽
象

化
の

例
の

一
つ

と
し

て
、

ピ
ク

ト
グ

ラ
ム

が
あ

る
。

次
の

ア
〜

エ
の

中
か

ら
ピ

ク
ト

グ
ラ

ム
の

具
体

例
を

選
び

な
さ

い
。

ア
　

　
　

　
イ

　

ウ
　

　
　

　
エ

　

40

ー
45
ー

情
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Ⅰ

20

問
６

　
以

下
の

文
章

を
図

解
し

た
際

に
、

文
章

の
内

容
を

正
し

く
表

現
し

た
図

解
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

、
次

の
ア

〜
エ

の
中

か
ら

一
つ

選
び

な
さ

い
。

PD
CA

サ
イ

ク
ル

と
は

、P
la
n（

計
画

す
る

）、
D
o（

実
行

す
る

）、
Ch

ec
k（

評
価

す
る

）、
A
ct
（

改
善

す
る

）

と
い

う
仮

説
検

証
の

流
れ

を
循

環
さ

せ
、

目
標

達
成

や
業

務
改

善
を

行
う

枠
組

み
の

こ
と

で
あ

る
。

Pl
an

は
、

実
行

計
画

の
策

定
を

行
う

。
D
o
は

、
計

画
を

実
際

の
行

動
に

落
と

し
込

み
実

行
し

、
実

行
し

た
こ

と
や

そ

の
結

果
を

記
録

す
る

。
Ch

ec
k
は

、
計

画
ど

お
り

に
実

行
で

き
た

か
を

振
り

返
り

、
評

価
す

る
。

A
ct

は
、

振
り

返
り

や
評

価
か

ら
得

ら
れ

た
気

付
き

を
も

と
に

、
改

善
す

る
た

め
の

仮
説

を
立

て
る

。
そ

し
て

、
ま

た

Pl
an

に
戻

っ
て

い
く

流
れ

で
あ

る
。

ア
　

　
　

　
イ

　

ウ
　

　
　

　
エ

　

ー
46
ー

２
．

次
の

文
章

を
読

み
、

問
１

〜
問

６
に

答
え

な
さ

い
。

　
　

大
問

２
は

7
〜

12
に

マ
ー

ク
し

て
く

だ
さ

い
。

　
あ

る
高

校
の

生
徒

た
ち

は
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

授
業

を
受

け
た

。
授

業
で

は
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

利
用

が
広

が
る

中
で

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

重
要

性
が

ま
す

ま
す

高
ま

っ
て

い
る

現
状

の
話

が
あ

っ
た

。
ま

ず
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

三
大

要
素

で
あ

る
、
機

密
性

、
完

全
性

、
可

用
性

に
つ

い
て

の
説

明
が

あ
っ

た
。

機
密

性
と

は
、

許
可

さ
れ

た
人

だ
け

が
情

報
に

ア
ク

セ
ス

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

で
、

パ
ス

ワ
ー

ド
や

暗
号

化
技

術
な

ど
が

実
現

し
て

い
る

。
完

全
性

は
、

情
報

が
正

確
で

あ
り

、
改

ざ
ん

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

を
確

保
す

る
こ

と
で

あ
る

。
可

用
性

は
、

情
報

や
シ

ス
テ

ム
が

必
要

な
時

に
利

用
可

能
で

あ
る

こ
と

を
保

証
す

る
こ

と
で

、
シ

ス
テ

ム
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

や
冗

長
化

が
重

要
で

あ
る

。

　
次

に
、

サ
イ

バ
ー

攻
撃

の
種

類
と

対
策

に
つ

い
て

の
説

明
が

あ
っ

た
。

フ
ィ

ッ
シ

ン
グ

と
は

、
偽

の
メ

ー
ル

や

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

を
使

っ
た

手
法

の
こ

と
で

あ
る

。
ラ

ン
サ

ム
ウ

ェ
ア

と
は

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

フ
ァ

イ
ル

を
暗

号
化

し
、

復
号

の
た

め
に

身
代

金
を

要
求

す
る

悪
意

の
あ

る
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

こ
と

で
あ

る
。

さ
ら

に
ブ

ル
ー

ト
フ

ォ
ー

ス
攻

撃
と

対
策

に
つ

い
て

も
触

れ
ら

れ
た

。
生

徒
た

ち
は

こ
の

後
、

こ
れ

ら
サ

イ
バ

ー
攻

撃
に

対
す

る
対

策
や

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ウ

ィ
ル

ス
に

感
染

し
た

際
の

対
処

な
ど

を
考

え
た

。

　
さ

ら
に

不
正

ア
ク

セ
ス

行
為

に
関

す
る

説
明

が
あ

り
、

な
り

す
ま

し
や

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
欠

陥
、

脆
弱

性
な

ど
を

利
用

し
て

不
正

に
シ

ス
テ

ム
に

侵
入

す
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ホ
ー

ル
攻

撃
に

関
す

る
説

明
な

ど
も

あ
っ

た
。

最
後

に
、

先
生

か
ら

生
徒

た
ち

に
、

日
常

生
活

で
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

意
識

を
高

め
る

よ
う

呼
び

か
け

ら
れ

た
。

問
１

　
下

線
⑴

に
つ

い
て

、
完

全
性

を
確

保
す

る
た

め
に

利
用

さ
れ

る
技

術
を

、
次

の
ア

〜
エ

の
中

か
ら

一
つ

選
び

な
さ

い
。

ア
　

パ
ス

ワ
ー

ド
　

　
　

イ
　

暗
号

化
技

術
　

　
　

ウ
　

デ
ジ

タ
ル

署
名

　
　

　
エ

　
シ

ス
テ

ム
の

冗
長

化

問
２

　
下

線
⑵

に
つ

い
て

、
フ

ィ
ッ

シ
ン

グ
の

主
な

目
的

を
、

次
の

ア
〜

エ
の

中
か

ら
一

つ
選

び
な

さ
い

。

ア
　

情
報

を
改

ざ
ん

す
る

こ
と

　
　

　
　

　
　

　
　

イ
　

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
フ

ァ
イ

ル
を

暗
号

化
す

る
こ

と

ウ
　

ク
レ

ジ
ッ

ト
カ

ー
ド

情
報

を
盗

む
こ

と
　

　
　

エ
　

シ
ス

テ
ム

の
信

頼
性

を
低

下
さ

せ
る

こ
と

問
３

　
下

線
⑶

に
つ

い
て

、
ラ

ン
サ

ム
ウ

ェ
ア

に
対

す
る

有
効

な
対

策
を

、
次

の
ア

〜
エ

の
中

か
ら

一
つ

選
び

な
さ

い
。

ア
　

定
期

的
な

デ
ー

タ
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

　
　

　
イ

　
パ

ス
ワ

ー
ド

の
頻

繁
な

変
更

ウ
　

デ
ジ

タ
ル

署
名

の
利

用
　

　
　

　
　

　
　

　
エ

　
シ

ス
テ

ム
の

冗
長

化

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

ー
47
ー
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問
４

　
下

線
⑷

に
つ

い
て

、
ブ

ル
ー

ト
フ

ォ
ー

ス
攻

撃
が

成
功

し
や

す
い

状
況

を
、

次
の

ア
〜

エ
の

中
か

ら
一

つ
選

び
な

さ
い

。

ア
　

短
く

て
簡

単
な

パ
ス

ワ
ー

ド
を

設
定

し
て

い
る

場
合

イ
　

SS
L/

T
LS

に
よ

る
暗

号
化

通
信

を
採

用
し

て
い

な
い

場
合

ウ
　

二
要

素
認

証
が

有
効

に
な

っ
て

い
な

い
場

合

エ
　

最
新

の
パ

ッ
チ

が
適

用
さ

れ
て

い
る

場
合

問
５

　
下

線
⑸

に
つ

い
て

、
ウ

ィ
ル

ス
に

感
染

後
の

適
切

な
対

処
の

順
序

と
し

て
適

切
な

も
の

を
、

次
の

ア
〜

エ
の

中
か

ら
一

つ
選

び
な

さ
い

。

①
ウ

ィ
ル

ス
対

策
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
で

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ウ
ィ

ル
ス

を
駆

除
す

る
。

②
最

新
の

ウ
ィ

ル
ス

定
義

フ
ァ

イ
ル

に
更

新
す

る
。

③
感

染
し

た
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
を

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

か
ら

切
り

離
す

。

ア
　

②
⇒

①
⇒

③
　

　
　

イ
　

③
⇒

②
⇒

①
　

　
　

ウ
　

①
⇒

③
⇒

②
　

　
　

エ
　

③
⇒

①
⇒

②

問
６

　
下

線
⑹

に
つ

い
て

、
不

正
ア

ク
セ

ス
禁

止
法

が
適

用
さ

れ
る

場
合

を
、

次
の

ア
〜

エ
の

中
か

ら
一

つ
選

び
な

さ
い

。

ア
　

自
分

の
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
で

ウ
ィ

ル
ス

を
作

成
す

る
行

為

イ
　

他
人

の
電

話
番

号
を

無
断

で
使

用
し

た
場

合

ウ
　

他
人

の
住

所
を

無
断

で
公

開
し

た
場

合

エ
　

他
人

の
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

ア
カ

ウ
ン

ト
に

無
断

で
ア

ク
セ

ス
し

た
場

合
　

ー
48
ー
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次
の

文
章

を
読

み
、

問
１

〜
問

６
に

答
え

な
さ

い
。

　
　

大
問

３
は

13
〜

18
に

マ
ー

ク
し

て
く

だ
さ

い
。

　
あ

る
高

校
の

図
書

館
で

は
、

書
籍

や
貸

出
情

報
を

管
理

す
る

た
め

に
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
管

理
シ

ス
テ

ム
（

D
BM

S）

を
導

入
し

て
い

る
。

こ
の

シ
ス

テ
ム

は
以

下
の

よ
う

な
構

成
で

あ
る

。

書
籍

表
：

書
籍

の
情

報
（

書
籍

コ
ー

ド
、

タ
イ

ト
ル

、
著

者
、

出
版

年
）

を
保

存
す

る
。

利
用

者
情

報
表

：
利

用
者

の
情

報
（

利
用

者
コ

ー
ド

、
名

前
、

学
年

、
ク

ラ
ス

）
を

保
存

す
る

。

貸
出

表
：

書
籍

の
貸

出
情

報
（

貸
出

コ
ー

ド
、

書
籍

コ
ー

ド
、

利
用

者
、

貸
出

日
、

返
却

日
）

を
保

存
す

る
。

表
１

　
書

籍
表

書
籍

コ
ー

ド
タ

イ
ト

ル
著

者
出

版
年

30
01

吾
輩

は
猫

で
あ

る
夏

目
漱

石
19

05
30

02
こ

こ
ろ

夏
目

漱
石

19
14

30
03

蜘
蛛

の
糸

芥
川

龍
之

介
19

18
30

04
羅

生
門

芥
川

龍
之

介
19

15

表
２

　
利

用
者

情
報

表
利

用
者

コ
ー

ド
名

前
学

年
ク

ラ
ス

10
1

山
田

太
郎

1
A

10
2

佐
藤

花
子

2
B

10
3

鈴
木

一
郎

3
C

10
4

高
橋

次
郎

1
B

表
３

　
貸

出
表

貸
出

コ
ー

ド
書

籍
コ

ー
ド

利
用

者
貸

出
日

返
却

日
10

01
30

01
10

1
20

23
/1

/1
0

20
23

/1
/2

0
10

02
30

02
10

2
20

23
/2

/1
5

20
23

/2
/2

5
10

03
30

03
10

3
20

23
/3

/1
20

23
/3

/1
1

10
04

30
02

10
4

20
23

/4
/5

20
23

/4
/1

5

こ
の

シ
ス

テ
ム

で
は

、
以

下
の

要
件

が
求

め
ら

れ
て

い
る

：

・
書

籍
の

情
報

は
最

新
の

状
態

で
管

理
さ

れ
る

こ
と

。

・
貸

出
情

報
や

返
却

情
報

は
正

確
か

つ
迅

速
に

更
新

さ
れ

る
こ

と
。

・
利

用
者

情
報

は
定

期
的

に
更

新
さ

れ
、

学
年

が
進

ん
で

も
適

切
に

デ
ー

タ
が

更
新

さ
れ

る
こ

と
。

・
図

書
館

管
理

者
の

み
が

デ
ー

タ
の

削
除

権
限

を
持

つ
こ

と
。

⑴

⑵

ー
49
ー
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問
１

　
下

線
⑴

に
つ

い
て

、
D

BM
S

の
主

な
機

能
と

し
て

誤
っ

て
い

る
も

の
を

、
次

の
ア

〜
エ

の
中

か
ら

一
つ

選

び
な

さ
い

。

ア
　

ウ
ィ

ル
ス

チ
ェ

ッ
ク

　
　

　
イ

　
デ

ー
タ

の
抽

出
　

　
　

ウ
　

障
害

対
策

　
　

　
エ

　
ア

ク
セ

ス
権

の
管

理

問
２

　
利

用
者

情
報

表
の

主
キ

ー
を

、
次

の
ア

〜
エ

の
中

か
ら

一
つ

選
び

な
さ

い
。

ア
　

利
用

者
コ

ー
ド

　
　

　
イ

　
名

前
 　

　
　

ウ
　

学
年

　
　

　
エ

　
ク

ラ
ス

問
３

　
書

籍
表

と
貸

出
表

を
結

合
し

て
特

定
の

書
籍

の
貸

出
情

報
を

取
得

す
る

場
合

、
ど

の
フ

ィ
ー

ル
ド

を
使

用
し

て
結

合
す

る
か

を
、

次
の

ア
〜

エ
の

中
か

ら
一

つ
選

び
な

さ
い

。

ア
　

利
用

者
　

　
　

イ
　

貸
出

日
　

　
　

ウ
　

返
却

日
　

　
　

エ
　

書
籍

コ
ー

ド

問
４

　
書

籍
表

、
利

用
者

情
報

表
、

貸
出

表
を

結
合

し
て

、
1

学
年

で
夏

目
漱

石
の

書
籍

を
借

り
た

利
用

者
を

抽
出

し
た

。
抽

出
さ

れ
た

人
数

を
、

次
の

ア
〜

エ
の

中
か

ら
一

つ
選

び
な

さ
い

。

ア
　

0
人

　
　

　
イ

　
1

人
　

　
　

ウ
　

2
人

　
　

　
エ

　
3

人

問
５

　
下

線
⑵

に
つ

い
て

、
図

書
館

管
理

者
が

デ
ー

タ
の

削
除

権
限

を
持

つ
理

由
と

し
て

適
切

な
も

の
を

、
次

の
ア

〜
エ

の
中

か
ら

一
つ

選
び

な
さ

い
。

ア
　

貸
出

情
報

を
常

に
最

新
の

状
態

に
保

つ
た

め

イ
　

誤
っ

た
デ

ー
タ

を
削

除
し

て
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

整
合

性
を

保
つ

た
め

ウ
　

返
却

情
報

を
迅

速
に

更
新

す
る

た
め

 

エ
　

利
用

者
情

報
を

定
期

的
に

更
新

す
る

た
め

問
６

　
書

籍
表

か
ら

書
籍

の
タ

イ
ト

ル
と

著
者

だ
け

を
表

示
す

る
操

作
を

、
次

の
ア

〜
エ

の
中

か
ら

一
つ

選
び

な
さ

い
。

ア
　

選
択

　
　

　
イ

　
射

影
　

　
　

ウ
　

結
合

　
　

　
エ

　
連

結

ー
50
ー
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．

次
の

文
章

と
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
読

み
、

問
１

〜
問

６
に

答
え

な
さ

い
。

　
　

大
問

４
は

19
〜

24
に

マ
ー

ク
し

て
く

だ
さ

い
。

　
犬

山
駅

か
ら

名
鉄

小
牧

線
に

乗
り

、
上

飯
田

駅
の

方
面

に
向

か
う

電
車

が
停

車
す

る
駅

を
考

え
る

。
Py

th
on

を

用
い

て
書

か
れ

た
次

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
駅

番
号

が
整

数
値

と
し

て
入

力
さ

れ
た

と
き

、
そ

の
駅

番
号

に
対

応
す

る
駅

名
が

出
力

さ
れ

る
。

た
だ

し
、

犬
山

駅
の

駅
番

号
を

0、
羽

黒
駅

の
駅

番
号

を
1、

楽
田

駅
の

駅
番

号
を

2
と

い
う

よ
う

に
順

番
に

定
め

る
。

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#
#

st
at

io
ns

 =
 [

'犬
山

', 
'羽

黒
', 

'楽
田

', 
'田

県
神

社
前

', 
'味

岡
', 

'小
牧

原
', 

'小
牧

',

 
　　　

　　　
　　　

'小
牧

口
', 

'間
内

', 
'牛

山
', 

'春
日

井
', 

'味
美

', 
'味

鋺
', 

'上
飯

田
']

nu
m

be
r 

=
 in

t(
in

pu
t(

'駅
番

号
(0

〜
1

3
)
を

入
力

し
て

く
だ

さ
い

:')
)

if
 n

um
be

r 
>

=
 0

 
A

 n
um

be
r 

<
 1

4
 :

 
pr

in
t(

B
 , 

'駅
で

す
')

el
se

:

 
pr

in
t(

'該
当

す
る

駅
は

あ
り

ま
せ

ん
')

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#
#

問
１

　「
st
at
io
ns

」
に

は
、

全
部

で
14

個
の

駅
名

が
ま

と
め

ら
れ

て
い

る
。

こ
の

よ
う

に
、

複
数

個
の

デ
ー

タ
が

順
番

に
格

納
さ

れ
て

い
る

構
造

は
何

と
呼

ば
れ

る
か

。
最

も
適

切
な

も
の

を
、

次
の

ア
〜

オ
の

中
か

ら
1
つ

選
び

、
記

号
で

答
え

な
さ

い
。

ア
　

カ
ウ

ン
タ

　
　

イ
　

テ
ー

ブ
ル

　
　

　
ウ

　
配

列
　

　
　

エ
　

順
列

　
　

　
オ

　
添

字

問
２

　「
st
at
io
ns

」
に

格
納

さ
れ

る
デ

ー
タ

の
型

に
つ

い
て

、
最

も
適

切
な

語
句

を
、

次
の

ア
〜

オ
の

中
か

ら
1
つ

選
び

、
記

号
で

答
え

な
さ

い
。

ア
　

整
数

型
　

　
　

　
　

　
イ

　
文

字
列

型
　

　
　

ウ
　

論
理

値
型

　
　

　

エ
　

固
定

小
数

点
型

　
　

　
オ

　
浮

動
小

数
点

型 ー
51
ー
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問
３

　「
nu

m
be

r」
に

は
、

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

使
用

す
る

人
に

よ
っ

て
入

力
さ

れ
た

整
数

値
が

格
納

さ
れ

る
。

こ
の

よ
う

に
、

文
字

列
や

数
値

な
ど

の
値

を
格

納
す

る
メ

モ
リ

上
の

領
域

は
何

と
呼

ば
れ

る
か

。
最

も
適

切
な

も
の

を
、

次
の

ア
〜

オ
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

記
号

で
答

え
な

さ
い

。

ア
　

関
数

　
　

　
イ

　
変

数
　

　
　

ウ
　

畳
数

　
　

　
エ

　
セ

ル
　

　
　

オ
　

フ
ラ

グ

問
４

　
空

欄
A

に
入

れ
る

最
も

適
切

な
も

の
を

、
次

の
ア

〜
オ

の
中

か
ら

１
つ

選
び

、
記

号
で

答
え

な
さ

い
。

ア
　

an
d　

　
　

イ
　

or
　

　
　

ウ
　

no
t　

　
　

エ
　

in
　

　
　

オ
　

in
pu

t

問
５

　
空

欄
B

に
入

れ
る

最
も

適
切

な
も

の
を

、
次

の
ア

〜
オ

の
中

か
ら

１
つ

選
び

、
記

号
で

答
え

な
さ

い
。

ア
　

nu
m

be
r[

‘s
ta

tio
ns

’]
　

　
　

イ
　

nu
m

be
r[

st
at

io
ns

]　
　

　
ウ

　
nu

m
be

r

エ
　

st
at

io
ns

[‘
nu

m
be

r’
]　

　
　

オ
　

st
at

io
ns

[n
um

be
r]

問
６

　
こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
使

用
す

る
人

が
「

10
」

を
入

力
し

た
場

合
、

ど
の

よ
う

に
出

力
さ

れ
る

か
。

最
も

適

切
な

も
の

を
、

次
の

ア
〜

オ
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

記
号

で
答

え
な

さ
い

。

ア
　

羽
黒

 駅
で

す
　

　
　

　
イ

　
間

内
 駅

で
す

　
　

　
ウ

　
牛

山
 駅

で
す

エ
　

春
日

井
 駅

で
す

　
　

　
オ

　
該

当
す

る
駅

は
あ

り
ま

せ
ん

ー
52
ー
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一 九 九 五 ～ 九 九 年 平 均 で 〇 ・ 八 ％ 、 二 〇 〇 〇 ～ 〇 四 年 平 均 で 一 ・ 五 ％ 、 二 〇 〇 五 ～ 〇 九 年 で 〇 ・ 〇 ％ と 低 迷 を 続 け （ 橋 本 ほ か 二 〇 一 一 ） 、 「 失

わ れ た 一 〇 年 」 と 呼 ば れ た 停 滞 状 況 は 「 失 わ れ た 二 〇 年 」 へ と 延 び て い っ た 。

（ 中 略 ） 消 費 者 物 価 は 一 九 九 〇 年 代 に 入 る 頃 か ら 上 昇 し な く な り 、 戦 後 日 本 に お け る 物 価 上 昇 の 時 代 は 歴 史 的 終
し ゅ う

焉
え ん

を 迎 え た （ 「 二 〇 二 〇

年 基 準 消 費 者 物 価 指 数 」 ） 。 価 格 破 壊 や 価 格 革 命 と い っ た 言 葉 が 踊 り 、 デ フ レ 基 調 へ の 転 換 と い う 新 し い 時 代 へ と 突 入 し た の で あ る （ 橋 本

二 〇 〇 二 ） 。

　
産 業 構 造 も 大 き く 変 わ り 、 製 造 業 の 比 重 が 低 下 し 、 第 三 次 産 業 の 比 重 が 高 ま っ た 。 就 業 者 で 見 れ ば 、 製 造 業 が 一 九 九 〇 年 に は

一 四 六 四 万 人 で 、 全 体 の 二 三 ・ 七 ％ を 占 め た と こ ろ か ら 、 二 〇 一 五 年 に は 九 〇 八 万 人 へ と 減 少 し 、 構 成 比 も 一 五 ・ 四 ％ へ と 大 き く 低 下 し た 。

第 三 次 産 業 の 就 業 者 は 一 九 九 〇 年 に 三 六 四 二 万 人 で 、 全 体 の 五 九 ・ 〇 ％ と す で に 大 き な 比 重 を 占 め て い た が 、 二 〇 一 五 年 に は 四 〇 〇 七 万 人 、

構 成 比 で 見 る と 六 八 ・ 〇 ％ へ と 、 さ ら に そ の 比 重 を 高 め て い る 。

　
こ の よ う に 、 広 義 の サ ー ビ ス 産 業 で あ る 第 三 次 産 業 の 比 重 が 高 ま る 変 化 は 、 サ ー ビ ス 経 済 化 と 呼 ば れ る 。 一 般 に 、 サ ー ビ ス 産 業 は 製 造

業 に 比 べ て 生 産 性 が 低 く 、 持 続 的 な 経 済 成 長 を 牽
け ん

引
い ん

す る 力 が 弱 い （ 武 田 二 〇 一 九 ） 。 対 人 サ ー ビ ス 分 野 で は 、 技 術 革 新 に よ る 労 働 生 産 性

の 上 昇 に 限 界 が あ り 、 生 産 性 上 昇 の 努 力 は 、 雇 用 条 件 や 賃 金 水 準 の 切 り 下 げ に 直 結 し や す い た め 、 安 定 し た 雇 用 を 創 出 す る 力 も 弱 い 。

　
高 度 経 済 成 長 期 の 機 械 工 業 化 が 、 「 投 資 が 投 資 を 呼 ぶ 」 メ カ ニ ズ ム を も っ て 日 本 経 済 の 成 長 を 力 強 く 牽 引 し た こ と に 比 べ れ ば 、 サ ー ビ

ス 経 済 化 の 展 開 に 、 持 続 的 な 高 成 長 を も た ら す メ カ ニ ズ ム を 見 出 す こ と は 難 し か っ た 。

　
製 造 業 の 分 野 に 即 し て 見 て も 、 グ ロ ー バ ル 化 の 進 展 に 伴 い 、 東 南 ア ジ ア や 東 ア ジ ア が 急 成 長 を 遂 げ る な か で 、 工 程 間 分 業 の 国 際 化 が 進

ん だ 。 グ ロ ー バ ル 化 が 国 内 産 業 の 空 洞 化 を も た ら す と と も に 、 グ ロ ー バ ル な 低 賃 金 競 争 の 圧 力 が 国 内 に も 強 く 及 ん だ 。

　
長 期 経 済 停 滞 の な か で 、 経 済 政 策 と し て は 、 市 場 メ カ ニ ズ ム の 重 視 に よ る 経 済 シ ス テ ム の ト ー タ ル な 見 直 し が 進 ん だ （ 浜 野 ほ か

二 〇 〇 九 ） 。 一 つ の 契 機 は 一 九 八 〇 年 代 か ら の 日 米 貿 易 摩 擦 で あ る 。 貿 易 摩 擦 が 深 刻 化 す る な か で 、 ア メ リ カ は 規 制 緩 和 に よ る 市 場 開 放

を 強 く 要 求 し た 。 こ れ が 財 政 赤 字 の 解 消 を 目 的 と す る 行 財 政 改 革 と 結 び つ き 、 や が て 構 造 改 革 と し て 取 り 組 ま れ て い く 。

企 業 経 営 の レ ベ ル で も さ ま ざ ま な 改 革 が 試 み ら れ 、 株 式 持 合 の 解 消 、 メ イ ン バ ン ク 関 係 の 弱 体 化 、 株 主 利 益 を 重 視 す る 経 営 な ど が 進 め

ら れ た 。 金 融 自 由 化 や コ ー ポ レ ー ト ガ バ ナ ン ス を め ぐ る 制 度 整 備 も 進 ん だ 。 雇 用 シ ス テ ム の 見 直 し も 進 め ら れ 、 非 正 規 雇 用 が 広 が る 一 方

で 、 正 規 雇 用 に も 成 果 給 ・ 業 績 給 の 導 入 が 図 ら れ た 。
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次 の 文 章 を 読 み 、 問 い に 答 え よ 。

一 九 八 〇 年 代 後 半 か ら バ ブ ル 景 気 に 沸 く な か で 、 海 外 旅 行 者 の 増 加 、 ス キ ー リ ゾ ー ト の 賑
に ぎ

わ い 、 高 級 車 ブ ー ム な ど 、 人 び と は 旺 盛 な 消

費 意 欲 を 示 し た 。 し か し 、 バ ブ ル が 崩 壊 し て 一 九 九 〇 年 代 か ら 長 期 経 済 停 滞 の 時 代 に 入 る と 、 一 転 し て そ う し た 明 る さ は 失 わ れ た 。

　
ポ ス ト バ ブ ル の 時 代 に は 、 外 食 チ ェ ー ン が 相 次 い で 値 下 げ を 発 表 し 、 デ フ レ の 象 徴 と ま で 呼 ば れ る よ う に な る 。 た と え ば 、 吉 野 家 の 牛

丼 （ 並 盛 り ） は 、 一 九 九 〇 年 に 一 杯 四 〇 〇 円 で あ っ た が 、 二 〇 〇 一 年 に は 二 八 〇 円 に ま で 値 下 げ さ れ 、 マ ク ド ナ ル ド の ハ ン バ ー ガ ー も 、

一 九 八 五 年 に 二 一 〇 円 だ っ た と こ ろ か ら 、 二 〇 〇 〇 年 に 六 五 円 ま で 値 段 を 下 げ て い る 。

　
長 期 経 済 停 滞 の も と で 雇 用 不 安 が 広 が り 、 二 〇 〇 八 年 の 年 末 に は 「 年 越 し 派 遣 村 」 が 東 京 ・ 日 比 谷 公 園 に 開 設 さ れ た 。 米 国 の 投 資 銀 行

リ ー マ ン ・ ブ ラ ザ ー ズ の 破 綻 を 契 機 と す る 不 況 、 い わ ゆ る リ ー マ ン ・ シ ョ ッ ク の 影 響 に よ り 、 仕 事 や 住 む 場 所 を 失 っ た 非 正 規 労 働 者 を 支

援 す る 取 り 組 み で あ っ た 。 一 億 総 中 流 と ま で 言 わ れ た 中 流 意 識 の 広 が り は 過 去 の も の と な り 、 日 本 社 会 を 格 差 社 会 と 見 る 認 識 が 広 が っ て

い く 。
　

こ の 間 、 少 子 高 齢 化 が 急 速 に 進 展 し 、 二 〇 〇 〇 年 代 に は 人 口 の 増 加 が 頭 打 ち と な っ て 、 人 口 減 少 社 会 へ と 転 じ た 。 財 政 面 で は 、 社 会

保 障 支 出 の 増 大 に つ な が り 、 一 九 八 九 年 に は 、 安 定 財 源 の 確 保 を 狙 い と し て 消 費 税 が 導 入 さ れ た 。 税 率 三 ％ か ら の ス タ ー ト で あ っ た が 、

一 九 九 七 年 に 五 ％ へ と 引 き 上 げ ら れ た 。 そ の 後 も 経 済 の 低 迷 に よ り 、 財 政 健 全 化 に 向 け た 取 り 組 み が 困 難 に 直 面 し て き た 結 果 、 二 〇 一 〇

年 代 に さ ら な る 消 費 税 率 の 引 き 上 げ に 至 っ て い る （ 二 〇 一 四 年 に 八 ％ 、 二 〇 一 九 年 に 標 準 税 率 一 〇 ％ ・ 軽 減 税 率 八 ％ ） 。

（ 中 略 ）
　

一 九 八 五 年 の プ ラ ザ 合 意 で 、 ア メ リ カ の 対 外 不 均 衡 の 原 因 で あ る ド ル 高 の 是 正 が 先 進 五 ヵ 国 の 間 で 合 意 さ れ た こ と を 受 け て 、 以 後 、 ド

ル 安 ・ 円 高 が 急 速 に 進 展 し た 。 一 九 八 六 年 の 円 高 不 況 か ら 回 復 し た 日 本 経 済 は 、 八 八 年 頃 か ら 景 気 過 熱 へ と 向 か い 、 株 価 と 地 価 の 急 騰 に

よ る バ ブ ル 状 態 と な っ た 。

　
こ れ に 対 し て 、 一 九 八 九 年 五 月 か ら 公 定 歩 合 が 段 階 的 に 引 き 上 げ ら れ る と と も に 、 九 〇 年 四 月 か ら 土 地 取 引 に 対 す る 総 量 規 制 が 実 施 さ

れ た 。 そ れ に よ り 、 地 価 と 株 価 が 急 速 な 下 落 に 転 じ る と と も に 、 設 備 投 資 は 縮 小 し て 景 気 後 退 へ 向 か っ た 。 バ ブ ル の 崩 壊 で あ る 。

　
以 後 、 一 九 九 〇 年 代 初 頭 か ら の 日 本 経 済 は 、 長 期 経 済 停 滞 の 時 代 を 迎 え た 。 Ｇ Ｄ Ｐ 実 質 成 長 率 は 、 一 九 九 〇 ～ 九 四 年 平 均 で 二 ・ 二 ％ 、
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す る 。 顧 客 満 足 の 調 査 や 指 標 化 は 、 こ の よ う な サ ー ビ ス 供 給 固 有 の 課 題 に 対 応 す る 意 味 を 持 っ て い た の で あ る 。

　
他 方 、 よ り 広 い 文 脈 で 見 て 、 顧 客 満 足 を 徹 底 し て 追 求 す る こ と で 、 新 市 場 の 創 造 を と も な う 飛 躍 的 な 企 業 成 長 を 達 成 し た 事 例 に も 注 目

が 集 ま っ た 。 東 京 デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド を 展 開 す る オ リ エ ン タ ル ラ ン ド 、 宅 配 便 と い う サ ー ビ ス を 創 り 出 し た ヤ マ ト 運 輸 、 新 業 態 の コ ン ビ ニ

エ ン ス ・ ス ト ア を 日 本 で 定 着 さ せ た セ ブ ン– イ レ ブ ン 、 Ｓ Ｐ Ａ （Speciality store retailer of Private label Appare ： 製 造 小 売 ） と い う ビ

ジ ネ ス モ デ ル で 革 新 を 起 こ し た カ ジ ュ ア ル 衣 料 販 売 の ユ ニ ク ロ 、 同 様 の ビ ジ ネ ス モ デ ル を 家 具 販 売 で 実 践 し た ニ ト リ な ど が そ れ に あ た る 。

　
当 時 社 長 と し て 宅 急 便 の 開 発 に 邁

ま い

進
し ん

し た ヤ マ ト 運 輸 の 小 倉 昌 男 （ １ ９ ２ ４ ～ ２ ０ ０ ５ ） は 、 「 本 当 に よ い サ ー ビ ス と は お 客 様 が 求 め る

こ と を 実 現 す る こ と 、 た と え ば 昼 に 留 守 の 家 庭 が あ れ ば 夕 方 に 配 達 を す る こ と だ 」 と 語 る （ 『Keidanren 』 一 九 九 五 年 一 〇 月 ） 。 ユ ニ ク ロ

を 興 し た 柳 井 正 （ １ ９ ４ ９ ～ ） は 、 「 会 社 は 「 お 客 様 」 の た め に 存 在 す る の が 本 質 」 で （ 柳 井 二 〇 一 二 ） 、 「 本 当 の 顧 客 満 足 と は 、 お 客 様

が 欲 し い と 思 っ て い る も の を 、 お 客 様 が 想 像 し な い か た ち で 提 供 す る 」 こ と だ と 言 う （ 柳 井 二 〇 一 五 ） 。 ニ ト リ の 創 業 者 ・ 似 鳥 昭 雄 （ １ ９ ４ ４

～ ） は 、 か つ て 「 売 上 と 利 益 の こ と で 頭 が い っ ぱ い 」 の 頃 に は 「 ろ く に 利 益 も 出 ず 」 、 し か し 「 お 客 様 第 一 」 と い う 方 針 で 経 営 す る よ う

に な っ て か ら 、 利 益 が 上 が り 、 株 価 も 上 が り 、 社 員 の 待 遇 も 改 善 さ れ て 」 い っ た と 振 り 返 る （ 似 鳥 二 〇 一 六 ） 。

（ 中 略 ）
　

こ れ ら の 企 業 は 、 た し か に イ ノ ベ ー シ ョ ン を 達 成 し て 新 た な 時 代 を 切 り 拓 い た が 、 経 営 学 の 議 論 で は 、 一 般 に 、 顧 客 満 足 の 追 求 が 業 績

向 上 に 結 び つ く と は 限 ら な い こ と が 確 認 さ れ て い る 。

　
そ も そ も 顧 客 満 足 の 追 求 は 、 生 産 性 の 上 昇 と ト レ ー ド オ フ の 関 係 に な り や す い （ 嶋 口 一 九 九 四 ） 。 顧 客 に 喜 ば れ る に は 経 営 資 源 を 多 く

投 入 す る こ と が 必 要 と な る 一 方 で 、 効 率 を 追 求 す る と サ ー ビ ス 水 準 の 低 下 に つ な が る 。 多 様 な 欲 求 を も つ す べ て の 顧 客 を 満 足 さ せ る に は 、

非 効 率 に 陥 る こ と が 不 可 避 で あ る 。 高 度 で 豊 富 な 機 能 を 求 め る コ ア な ユ ー ザ ー の 期 待 に 応 え す ぎ る と 、 か え っ て ボ リ ュ ー ム ゾ ー ン の 顧 客

に は 混 乱 や 不 満 を も た ら し か ね な い （ 小 野 二 〇 〇 八 ） 。

　
加 え て 、 満 足 と い う 状 態 は 、 事 前 の 期 待 に 対 す る 成 果 を 主 観 的 に 評 価 し た も の な の で 、 時 間 軸 を と も な っ て 決 ま る 。 【

　
a

　
】 、 ① 顧

客 が 事 前 に ど の よ う な 期 待 を 持 っ て い る の か 、 そ し て 、 ② 製 品 ・ サ ー ビ ス の 購 買 が 実 際 に そ の 期 待 に 応 え た か ど う か 、 と い う 時 間 軸 の も

と で 決 ま る 。 そ う な る と 、 た と え ば 繰 り 返 し 取 引 が 行 わ れ る う ち に 、 顧 客 の 期 待 が 【

　
b

　
】 、 そ の 水 準 を ク リ ア し 続 け な い と 、 た ち ま

ち 否 定 的 評 価 を 受 け て し ま う 。
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（ 中 略 ）
企 業 レ ベ ル で は 、 一 九 八 〇 年 代 末 か ら 顧 客 満 足 の 追 求 と い う 課 題 が 関 心 を 集 め た 。

　
そ の 背 景 に は 、 サ ー ビ ス 経 済 化 が 進 む な か 、 多 く の 企 業 が 無 形 の サ ー ビ ス に 対 す る 品 質 管 理 の 問 題 に 直 面 し た こ と が 挙 げ ら れ る 。 実 際

に 、 日 本 能 率 協 会 に よ る 経 営 課 題 実 態 調 査 （ 一 九 八 八 年 ） で は 、 調 査 に 応 じ た 六 割 の 企 業 が 、 サ ー ビ ス の 品 質 管 理 に 関 し て 、 一 人 当 た り

売 上 高 や 人 件 費 と い っ た 既 存 の 生 産 性 指 標 で は 不 十 分 と 回 答 し 、 顧 客 満 足 度 指 標 の 必 要 性 が 指 摘 さ れ て い た （ 『 日 経 産 業 新 聞 』 一 九 八 八

年 一 一 月 十 六 日 付 ） 。

　
当 時 、 ア メ リ カ で は す で に 、 カ ス タ マ ー ・ サ テ ィ ス フ ァ ク シ ョ ン （ Ｃ Ｓ ） 経 営 と い う 理 念 が 影 響 力 を 持 っ て お り 、 調 査 会 社 に よ っ て 顧

客 満 足 度 指 数 が 開 発 さ れ 、 そ の 調 査 ・ 分 析 や ラ ン キ ン グ の 発 表 と い う か た ち で 、 サ ー ビ ス 品 質 を 数 量 的 に 評 価 し て い た 。 そ の た め 、 ア メ

リ カ に 進 出 す る 日 本 企 業 の な か か ら 、 Ｃ Ｓ （ 顧 客 満 足 ） 関 連 の 事 業 や 組 織 を 立 ち 上 げ る 動 き が 起 こ っ た 。

表 に 挙 げ た の は 、 Ｃ Ｓ 関 連 組 織 を 設 け た 先 駆 的 な 日 本 企 業 の 事 例 で あ る 。 こ の う ち 、 特 に 本 田 技 研 は 、 組 織 設 立 よ り も 前 に 、 早 く か ら

米 国 で Ｃ Ｓ 指 標 を 使 っ た 業 務 見 直 し に 取 り 組 ん だ こ と で 知 ら れ る （ 『 日 経 産 業 新 聞 』 一 九 九 〇 年 四 月 二 六 日 付 ） 。 そ の 影 響 も あ っ て 、 自 動

車 業 界 に よ る 取 り 組 み が 先 行 し て お り 、 ア フ タ ー サ ー ビ ス や 技 術 サ ポ ー ト の 精 度 を 高 め る こ と に 注 力 し て い た 。 表 に よ れ ば 、 そ の 他 の 製

造 業 の 分 野 に も 、 Ｃ Ｓ 関 係 の 組 織 を 立 ち 上 げ る 動 き が 広 が っ た と わ か る 。 こ こ に 挙 げ た 以 外 で も 、 三 井 火 災 海 上 保 険 や 東 海 銀 行 な ど が Ｃ

Ｓ 向 上 運 動 に 取 り 組 ん だ こ と が 報 じ ら れ て い る 。

　
一 九 九 一 年 に は 日 本 能 率 協 会 が 、 製 品 ・ サ ー ビ ス の お 客 様 満 足 度 調 査 を 行 っ て 注 目 を 集 め た こ と も あ り 、 同 年 は Ｃ Ｓ 元 年 と 呼 ば れ た 。

九 〇 年 代 後 半 に な る と 、 Ｃ Ｓ 活 動 が 定 着 し た と 言 わ れ （ 『 Ｊ Ｍ Ａ マ ネ ジ メ ン ト レ ビ ュ ー 』 一 九 九 八 年 二 月 ） 、 二 〇 〇 〇 年 代 に か け て 、 病 院

の 患 者 や 役 所 の 利 用 者 、 学 校 の 生 徒 ・ 保 護 者 な ど を お 客 様 と 呼 び 換 え て 顧 客 満 足 経 営 の 発 想 を 取 り 入 れ る 動 き も 広 が っ た （ 『 朝 日 新 聞 』

一 九 九 八 年 二 月 一 七 日 付 、 二 〇 〇 一 年 九 月 二 〇 日 付 、 二 〇 〇 六 年 三 月 二 日 付 ） 。

　
そ も そ も サ ー ビ ス に は 、 モ ノ の 取 引 と は 質 的 に 異 な る 次 の よ う な 課 題 が あ る （ 畠 山 芳 雄 「 経 済 教 室 」 『 日 本 経 済 新 聞 』 一 九 八 九 年 一 一

月 一 日 付 ） 。

　
す な わ ち 、 サ ー ビ ス の 生 産 と 消 費 は 同 時 に 行 わ れ る た め 、 不 良 サ ー ビ ス の 事 後 的 な 代 替 は 不 可 能 で 、 ま た 、 サ ー ビ ス の 供 給 は 人 手 を 介

す る こ と が 多 い か ら 、 供 給 す る 人 に よ る 品 質 の ば ら つ き が 生 じ や す い 。 品 質 の 良 し 悪 し も 実 際 に サ ー ビ ス の 供 給 を 受 け た 後 で な け れ ば わ

か ら な い た め 、 消 費 者 に よ る 口 コ ミ な ど の 評 判 が 重 要 な 意 味 を 持 つ 。 一 人 の 顧 客 の 一 度 の 不 満 は 、 多 く の 潜 在 的 な 顧 客 を 失 う こ と に 直 結
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バ イ ト な ど 非 正 規 の 労 働 者 は 組 合 か ら 排 除 さ れ や す い 。 そ の 点 、 ニ ト リ の 労 働 組 合 は 一 九 九 三 年 に 結 成 さ れ 、 当 初 か ら 「 パ ー ト ア ル バ イ

ト 社 員 」 も 同 一 組 合 に 加 入 し （ 『 月 間 ゼ ン セ ン 』 一 九 九 三 年 一 二 月 ） 、 そ の 賃 上 げ に 成 果 を あ げ て き た （ 労 働 政 策 研 究 ・ 研 修 機 構 『 賃 金 引

き 上 げ に 関 す る 最 新 の 動 向 や 調 査 事 例 等 』 二 〇 二 三 年 ） 。 特 筆 さ れ る べ き 例 外 と 言 え よ う 。

　 あ る い は 正 規 雇 用 労 働 者 に 関 し て も 、 企 業 別 組 合 の も と に 編 成 さ れ て い る 限 り 、 顧 客 満 足 の ジ レ ン マ を 相 対 化 す る こ と は 難 し い 。 た と

え ば ヤ マ ト 運 輸 の 労 働 組 合 は 一 九 九 〇 年 代 後 半 に 、 「 お 客 様 」 が 正 月 営 業 を 希 望 し て い る と し て 、 率 先 し て 会 社 側 に 年 末 年 始 営 業 の 開 始

を 提 案 し た こ と が 知 ら れ て い る （ 小 倉 一 九 九 九 ） 。
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こ れ は 顧 客 満 足 の ジ レ ン マ と 呼 ば れ （ 佐 藤 二 〇 〇 五 ） 、 あ る 時 点 の 満 足 達 成 が 、 次 の 時 点 の 期 待 水 準 を 高 め て し ま う と こ ろ に 本 質 的 な

問 題 が あ る 。 現 実 に は 企 業 間 競 争 も 行 わ れ る か ら 、 顧 客 満 足 の 追 求 を め ぐ る 活 発 な 競 争 の 展 開 が 、 市 場 全 体 の 顧 客 の 期 待 水 準 を 引 き 上 げ

る こ と に な る 。

　
し た が っ て 、 顧 客 満 足 の 追 求 は 、 必 ず し も 企 業 成 長 に 結 び つ く も の で は な く 、 時 間 軸 で 見 る と 個 別 企 業 の 持 続 的 成 長 を 難 し く し て い く 。

こ の 限 界 を 乗 り こ え る に は 、 相 応 の 画 期 的 な イ ノ ベ ー シ ョ ン が 必 要 と な り 、 先 に 挙 げ た 企 業 は ま さ に そ の 成 功 例 と 言 え る が 、 競 争 の な か

で そ の 優 位 性 が 長 期 に 発 揮 さ れ る 保 証 は な い 。

　
【

　
c

　
】 、 顧 客 満 足 の 追 求 に は 、 当 事 者 以 外 に 負 担 が 及 ぶ 外 部 不 経 済 の 問 題 が あ る こ と も 知 ら れ て い る （ 宮 崎 二 〇 一 一 ） 。 個 々 の 企

業 が 、 そ れ ぞ れ 顧 客 満 足 の 追 求 に 焦 点 を 当 て る が ゆ え に 、 そ の 周 辺 や 第 三 者 に 生 じ る 不 利 益 や 不 満 足 に 関 心 が 及 び に く く な っ て し ま う 。

た と え ば 、 多 く の 顧 客 が 乗 用 車 を 購 入 し 、 企 業 利 益 と 顧 客 満 足 が 達 成 さ れ た と し て も 、 多 く の 購 入 者 の 存 在 に よ っ て 道 路 の 混 雑 や 渋 滞 が

深 刻 化 す れ ば 、 都 市 全 体 の 機 能 低 下 に つ な が り 、 購 入 者 以 外 も 不 利 益 を 蒙
こ う む

る 。 あ る い は 、 自 動 車 が も た ら す 大 気 汚 染 、 騒 音 、 交 通 事 故 な

ど も 、 第 三 者 に ま で 深 刻 な 負 の 影 響 を 与 え る （ 宇 沢 一 九 七 四 ） 。

　
要 す る に 、 顧 客 満 足 の 追 求 は 、 社 会 全 体 か ら 見 て 望 ま し い 結 果 を も た ら す と は 限 ら な い の で あ る 。 し か も 、 企 業 も 顧 客 も 満 足 し て し ま

う た め に 、 そ の こ と が 不 可 視 化 さ れ や す い 。

　
（ 中 略 ） 以 上 に 見 た 顧 客 満 足 の 追 求 を め ぐ る 問 題 点 、 す な わ ち ① 生 産 性 上 昇 と の ト レ ー ド オ フ の 関 係 、 ② 時 間 軸 で 見 た 期 待 水 準 の 上 昇 、

③ 外 部 不 経 済 の 発 生 と そ の 不 可 視 化 と い う 三 点 を ま と め て 、 広 義 の 顧 客 満 足 の ジ レ ン マ と 呼 ぶ 。 こ れ ら の 問 題 点 が あ る に も か か わ ら ず 、

企 業 は 競 争 の な か に あ っ て 、 顧 客 満 足 の 飽 く な き 追 求 か ら 降 り ら れ な い の で あ る 。

　
サ ー ビ ス 産 業 は 製 造 業 に 比 べ て 生 産 性 が 低 く 、 持 続 的 な 経 済 成 長 を 牽

け ん

引
い ん

す る 力 が 弱 い こ と は 先 に 述 べ た 通 り で あ る 。 顧 客 満 足 の ジ レ ン

マ も ま た 、 サ ー ビ ス 経 済 化 の も と で の 持 続 的 な 経 済 成 長 を 難 し く す る 方 向 に 作 用 す る 。 そ し て 現 実 に 、 ポ ス ト バ ブ ル の 時 代 に あ っ て 、

サ ー ビ ス 経 済 化 の 進 む 日 本 経 済 は 、 長 期 経 済 停 滞 に 陥 っ て き た 。

顧 客 満 足 の 追 求 そ れ 自 体 は 、 財 や サ ー ビ ス の 購 入 に お け る 利 便 性 を 大 き く 向 上 さ せ 、 快 適 な 暮 ら し を も た ら し た と 言 え よ う 。 し か し 、

顧 客 満 足 の 追 求 と 生 産 性 の 上 昇 と い う ト レ ー ド オ フ の 関 係 か ら の 脱 却 を 、 労 働 コ ス ト の 切 り 下 げ に 求 め た り 、 よ り 安 価 な 製 品 を グ ロ ー バ

ル な 商 品 調 達 を 通 じ て 求 め た り す れ ば 、 そ の 消 費 者 と 同 じ 人 間 で あ る 労 働 者 の 雇 用 や 賃 金 に 悪 影 響 を 及 ぼ す 。

　
顧 客 満 足 の し わ 寄 せ が 労 働 者 に 行 き 着 く と す れ ば 、 労 働 組 合 の 役 割 が 重 要 に な る 。 し か し 、 雇 用 の 多 様 化 が 進 む な か で 、 パ ー ト ・ ア ル
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問 ３

　
傍 線 部 Ｃ に つ い て 、 顧 客 満 足 を 説 明 し た も の と し て 適 切 で な い も の を ひ と つ 選 べ 。

　
解 答 番 号 3

ア ： Ｃ Ｓ 経 営 の 発 想 を 取 り 入 れ る 動 き と し て 病 院 の 患 者 や 役 所 の 利 用 者 、 学 校 の 生 徒 ・ 保 護 者 な ど を お 客 様 と 呼 び 換 え る と い っ た

も の が あ っ た 。

イ ： 日 本 能 率 協 会 に よ る 一 九 八 八 年 の 経 営 課 題 実 態 調 査 で は 、 顧 客 満 足 度 指 標 の 必 要 性 が 指 摘 さ れ 、 Ｃ Ｓ 元 年 と 呼 ば れ た 。

ウ ： Ｃ Ｓ 経 営 の 理 念 が 影 響 力 を 持 っ て い た ア メ リ カ に 進 出 す る 日 本 企 業 の な か か ら 、 Ｃ Ｓ 関 連 事 業 や 組 織 を 立 ち 上 げ る 動 き が 起 こ っ

た 。

エ ： サ ー ビ ス 品 質 の 数 量 的 評 価 に つ い て は 、 顧 客 満 足 度 指 数 が 開 発 さ れ た ア メ リ カ で は 、 そ の 調 査 ・ 分 析 や ラ ン キ ン グ の 発 表 な ど

が 活 用 さ れ た 。

問 ４

　
傍 線 部 D に つ い て 、 サ ー ビ ス 供 給 固 有 の 課 題 と し て 適 切 で な い も の を ひ と つ 選 べ 。

　
解 答 番 号 4

ア ： 消 費 者 は サ ー ビ ス 品 質 の 良 し 悪 し を 事 前 に 判 断 し よ う と す る た め 、 他 の 消 費 者 に よ る 口 コ ミ な ど の 評 判 が 重 要 な 意 味 を 持 つ こ

と

イ ： サ ー ビ ス は 人 の 手 を 媒 介 し て 供 給 さ れ る こ と が 多 い た め 、 供 給 さ れ る サ ー ビ ス の 均 質 性 が 損 な わ れ や す い こ と

ウ ： サ ー ビ ス 生 産 の 同 時 消 費 性 を 踏 ま え る と 、 不 良 サ ー ビ ス が 提 供 さ れ た 後 に 、 そ れ に 見 合 っ た サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と は 困 難 で

あ る こ と

エ ： 一 人 の 顧 客 の 一 度 の 不 満 は 、 目 に 見 え る 顧 客 を 失 う 可 能 性 は あ る が 、 ま だ 明 ら か で は な く 認 識 さ れ て い な い 顧 客 を 失 う 恐 れ は

な い こ と
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問 １

　
傍 線 部 A に つ い て 、 長 期 経 済 停 滞 の 時 代 に 関 す る 説 明 と し て 適 切 で な い も の を ひ と つ 選 べ 。

　
解 答 番 号 1

ア ： 株 価 や 地 価 の 急 騰 と い う バ ブ ル 状 態 が 崩 壊 し た 後 の １ ９ ９ ０ 年 代 初 頭 か ら の 日 本 経 済 を 指 す 。

イ ： 経 済 が デ フ レ の 状 態 に あ る こ と は 、 吉 野 家 や マ ク ド ナ ル ド の 相 次 ぐ 値 下 げ か ら も 見 て と れ る 。 

ウ ： Ｇ Ｄ Ｐ 実 質 成 長 率 が 低 迷 す る な か 、 非 正 規 労 働 者 支 援 の 取 り 組 み と し て 「 年 越 し 派 遣 村 」 が 開 設 さ れ た 。

エ ： 商 品 価 格 の 低 下 が 商 品 の 購 入 し や す さ と な り 、 人 び と の 消 費 活 動 だ け は バ ブ ル 崩 壊 前 と 同 様 に 非 常 に 盛 ん で あ っ た 。

オ ： 少 子 高 齢 化 に 伴 っ て 増 大 す る 社 会 保 障 支 出 を 背 景 に 消 費 税 率 の 引 き 上 げ が 行 わ れ て い る 。

問 ２

　
傍 線 部 B に つ い て 、 第 三 次 産 業 に 関 す る 説 明 と し て 最 も 適 切 な も の を ひ と つ 選 べ 。

　
解 答 番 号 2

ア ： 第 三 次 産 業 の 就 業 者 の 構 成 比 は 、 一 九 九 〇 年 の 二 三 ・ 七 ％ か ら 、 二 〇 一 五 年 の 一 五 ・ 四 ％ へ と 低 下 し て い る 。

イ ： 第 三 次 産 業 の 就 業 者 の 構 成 比 は 、 以 前 か ら 高 い 比 重 を 占 め て お り 、 一 九 九 〇 年 の 時 点 で す で に 六 割 を 超 え て い た 。

ウ ： 第 三 次 産 業 の 比 重 が 低 下 し 、 製 造 業 の 比 重 が 高 ま る 変 化 を サ ー ビ ス 経 済 化 と い う 。

エ ： 第 三 次 産 業 の サ ー ビ ス 経 済 化 は 機 械 工 業 化 の 「 投 資 が 投 資 を 呼 ぶ 」 メ カ ニ ズ ム と 同 様 に 、 持 続 的 な 高 成 長 を も た ら す 。

オ ： 第 三 次 産 業 は 広 義 の サ ー ビ ス 産 業 で あ り 、 生 産 性 上 昇 に 努 め る こ と が 雇 用 条 件 や 賃 金 水 準 の 切 り 下 げ の 要 因 に つ な が り や す い 。
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問 ８

　
空 欄 【

　
a

　
】 に 入 る 接 続 表 現 と し て 最 も 適 切 な も の を ひ と つ 選 べ 。

　
解 答 番 号 8

ア ： た だ し

イ ： な ぜ な ら

ウ ： つ ま り

エ ： し か し

問 ９

　
空 欄 【

　
b

　
】 に 入 る こ と ば と し て 最 も 適 切 な も の を ひ と つ 選 べ 。

　
解 答 番 号 9

ア ： し だ い に 下 落 し て も

イ ： 急 激 に 下 落 し て も

ウ ： ど ん ど ん 上 昇 し て も

エ ： 横 ば い で あ っ て も

問 10

　
傍 線 部 H 「 ジ レ ン マ 」 の 意 味 と し て 最 も 適 切 な も の を ひ と つ 選 べ 。

　
解 答 番 号 10

ア ： あ る 時 代 の 常 識 と な っ て い る 、 も の の 見 方 ・ 考 え 方 の 基 本 的 な 枠 組 み

イ ： 左 右 の つ り 合 い が と れ て お り 、 均 整 で あ る こ と

ウ ： 二 つ の 対 立 し た こ と の 間 で 、 ど ち ら を 選 ん だ ら よ い か 、 わ か ら な く な る 状 態

エ ： 何 ら か の 理 由 に よ る 、 結 果 の 偏 り や ず れ
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問 ５

　
傍 線 部 E の 「 そ れ 」 が 指 示 す る 内 容 と し て 最 も 適 切 な も の を ひ と つ 選 べ 。

　
解 答 番 号 5

ア ： 顧 客 満 足 を 徹 底 し て 追 求 す る こ と で 、 新 市 場 の 創 造 を と も な う 飛 躍 的 な 企 業 成 長 を 達 成 し た 事 例

イ ： 東 京 デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド を 展 開 す る オ リ エ ン タ ル ラ ン ド 、 宅 配 便 と い う サ ー ビ ス を 創 り 出 し た ヤ マ ト 運 輸

ウ ： Ｓ Ｐ Ａ と い う ビ ジ ネ ス モ デ ル で 革 新 を 起 こ し た カ ジ ュ ア ル 衣 料 販 売 の ユ ニ ク ロ

エ ： 新 業 態 の コ ン ビ ニ エ ン ス ・ ス ト ア を 日 本 で 定 着 さ せ た セ ブ ン– イ レ ブ ン

問 ６

　
傍 線 部 F の 「 顧 客 満 足 の 追 求 」 に 関 す る 説 明 と し て 適 切 で な い も の を ひ と つ 選 べ 。

　
解 答 番 号 6

ア ： 顧 客 の 欲 求 は 多 様 で あ り 、 す べ て の 顧 客 を 満 足 さ せ よ う と す る と 非 効 率 に 陥 っ て し ま う 。

イ ： 熱 心 な ユ ー ザ ー が 求 め る よ う な 高 度 で 豊 富 な 機 能 が 、 ボ リ ュ ー ム ゾ ー ン の 顧 客 に は 混 乱 や 不 満 を も た ら す 場 合 が あ る 。

ウ ： 個 別 企 業 の 持 続 的 成 長 を 、 顧 客 満 足 の 追 求 と と も に 実 現 す る に は 相 応 の 画 期 的 な イ ノ ベ ー シ ョ ン が 求 め ら れ る 。

エ ： 生 産 性 の 上 昇 を 目 指 し 、 効 率 を 追 求 す る こ と は サ ー ビ ス 水 準 の 上 昇 に も つ な が り 、 顧 客 に も 喜 ば れ る 。

問 ７

　
傍 線 部 Ｇ 「 ト レ ー ド オ フ 」 の 意 味 と し て 最 も 適 切 な も の を ひ と つ 選 べ 。

　
解 答 番 号 7

ア ： 一 方 を 立 て れ ば 、 他 方 が 立 た な い と い う 関 係

イ ： 自 分 の 属 し て い る 部 門 に 立 て こ も っ て 、 ほ か を 受 け 入 れ な い 傾 向

ウ ： 上 下 の 関 係 が ピ ラ ミ ッ ド 型 の 、 階 級 組 織 や 秩 序

エ ： 特 定 の 問 題 に つ い て 何 人 か が 意 見 を 述 べ 、 質 疑 応 答 を 行 う こ と
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問 14

　
本 文 の 内 容 と 合 っ て い る も の を ひ と つ 選 べ 。

　
解 答 番 号 14

ア ： 口 コ ミ を 参 照 す る 消 費 者 の 行 動 は 、 企 業 の 経 営 努 力 を 促 し 、 持 続 的 成 長 を も た ら す た め 、 強 く 推 奨 さ れ る べ き で あ る 。

イ ： イ ノ ベ ー シ ョ ン に 成 功 し 、 競 争 市 場 に お け る 優 位 性 を 得 た と し て も 、 そ れ が 永 久 的 に 保 た れ る と は 限 ら な い 。

ウ ： 顧 客 は 労 働 者 の 側 面 も 持 ち 合 わ せ て お り 、 企 業 に よ る 顧 客 満 足 の 追 求 は 社 会 全 体 で み れ ば 望 ま し い も の だ 。

エ ： サ ー ビ ス 業 の 生 産 性 上 昇 に 向 け た 取 り 組 み は 、 失 業 率 の 改 善 に 大 き く 寄 与 す る も の と し て 期 待 さ れ る 。
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問 11

　
空 欄 【

　
c

　
】 に 入 る 接 続 表 現 と し て 最 も 適 切 な も の を ひ と つ 選 べ 。

　
解 答 番 号 11

ア ： さ ら に

イ ： ゆ え に

ウ ： し か し

エ ： す な わ ち

問 12

　
傍 線 部 I の 「 外 部 不 経 済 の 問 題 」 の 事 例 と し て 適 切 で な い も の を ひ と つ 選 べ 。

　
解 答 番 号 12

ア ： 道 路 の 混 雑 や 渋 滞 の 深 刻 化 は 乗 用 車 の 購 入 者 以 外 に も 不 利 益 を も た ら す 。

イ ： 道 路 の 混 雑 や 渋 滞 の 深 刻 化 は 乗 用 車 の 購 入 者 だ け に 不 利 益 を も た ら す 。

ウ ： 乗 用 車 の 利 用 に よ る 排 気 ガ ス 排 出 が 大 気 汚 染 を も た ら し 、 地 球 環 境 を 悪 化 さ せ る 。

エ ： 乗 用 車 の 利 用 者 増 加 に よ っ て 、 交 通 事 故 に 巻 き 込 ま れ る 人 が 増 え る 可 能 性 が あ る 。

問 13

　
Ｃ Ｓ 関 連 組 織 の 経 緯 に 関 す る 説 明 と し て 、 本 文 お よ び 表 の 内 容 と 合 っ て い る も の を ひ と つ 選 べ 。

　
解 答 番 号 13

ア ： Ｃ Ｓ 元 年 に Ｃ Ｓ 関 連 組 織 を 設 置 し た 企 業 と し て 表 に 記 載 さ れ て い る の は 四 つ の 企 業 で あ る 。

イ ： 本 田 技 研 工 業 が 米 国 で Ｃ Ｓ 指 標 を 使 っ た 業 務 見 直 し に 取 り 組 ん だ の は 一 九 九 〇 年 一 〇 月 よ り 前 の こ と で あ る 。

ウ ： ト ヨ タ 自 動 車 と ソ ニ ー に つ い て は Ｃ Ｓ 関 連 組 織 の 組 織 名 称 も 設 置 し た 時 期 も 同 じ で あ る 。

エ ： Ｃ Ｓ 推 進 室 と い う 組 織 名 で 立 ち 上 げ を 行 っ た の は 日 産 自 動 車 と マ ツ ダ で あ る 。
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問 ３

　
① ～ ④ の こ と わ ざ ・ 慣 用 表 現 の 意 味 と し て 、 最 も 適 切 な も の を そ れ ぞ れ 選 べ 。

解 答 番 号 ① 23 、 ② 24 、 ③ 25 、 ④ 26

①

　
諸 刃 の 剣

　 　ア ： ど の よ う な 場 合 で も 常 に 有 益 な 結 果 を も た ら す こ と

イ ： 寄 せ 集 め の 考 え を 羅 列 し た だ け で 統 一 感 が な い こ と

ウ ： 隠 し 持 っ て い た 貴 重 な 物 品 や 技 を 見 せ び ら か す こ と

エ ： 相 手 を 傷 つ け る だ け で な く 、 自 分 も 傷 つ く お そ れ が あ る こ と

②

　
一 足 飛 び

　 　ア ： 物 事 の 順 序 を 飛 び 越 す こ と

イ ： 待 ち 遠 し く 落 ち 着 か な い こ と

ウ ： 他 者 よ り も 際 立 っ て す ぐ れ て い る こ と

エ ： ひ と つ ひ と つ を 丁 寧 に こ な す こ と

③

　
人 口 に 膾

か い

炙
し ゃ

す る

　 　ア ： 人 の 多 さ に 苦 痛 を 感 じ る こ と

イ ： 世 間 の 人 々 に 知 れ 渡 る こ と

ウ ： 人 の あ り が た み を 痛 感 す る こ と

エ ： 世 間 体 を 気 に し て 見 栄 を 張 る こ と

④

　
兜

か ぶ と
を 脱 ぐ

ア ： 成 人 す る こ と

イ ： 本 気 を 出 す こ と

ウ ： 勝 利 を 喜 ぶ こ と

エ ： 降 参 す る こ と

ー
58
ー

二

　
次 の 問 い に 答 え よ 。

問 １

　
① ～ ④ の 四 字 熟 語 の □ の 中 に 入 る 漢 字 と し て 、 正 し い も の を そ れ ぞ れ 選 べ 。

解 答 番 号 ① 15 、 ② 16 、 ③ 17 、 ④ 18

①

　
質 実 □ 健

　 　 　
②

　
付 □ 雷 同

　 　 　
③

　
雲 散 □ 消

　 　 　
④

　
晴 耕 □ 読

ア ：

　
雨

　 　 　
イ ：

　
音

　 　 　
ウ ：

　
輪

　 　 　
エ ：

　
剛

　 　 　
オ ：

　
霧

　 　 　
カ ：

　
豪

　 　 　
キ ：

　
和

問 ２

　
① ～ ④ の 慣 用 表 現 の □ 中 に 入 る 漢 字 と し て 、 正 し い も の を そ れ ぞ れ 選 べ 。

　

解 答 番 号 ① 19 、 ② 20 、 ③ 21 、 ④ 22

①

　
藪 を つ つ い て □ を 出 す

　 　 　
②

　
井 の 中 の □ 大 海 を 知 ら ず

　 　 　
③

　
水 □ の 交 わ り

　 　 　
④

　
虎 の 威 を 借 る □

ア ：

　
狐

　 　 　
イ ：

　
蛙

　 　 　
ウ ：

　
犬

　 　 　
エ ：

　
魚

　 　 　
オ ：

　
蛇

　 　 　
カ ：

　
鮎

　 　 　
キ ：

　
狸
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④

　
カ ン カ し が た い 事 態 に 困 惑 す る 。

　

ア ： 祝 日 は 工 場 が カ ド ウ し て い な い 。

イ ： カ ミ ツ な ス ケ ジ ュ ー ル で 休 む 間 が な い 。

ウ ： あ る と カ テ イ し て 考 え て み る 。

エ ： 責 任 を テ ン カ す る 。

オ ： 仕 事 の 合 間 の ヨ カ を 楽 し む 。
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問 ４

　
① ～ ④ に 付 さ れ た 傍 線 と 同 じ 漢 字 を 含 む 選 択 肢 を そ れ ぞ れ 選 べ 。

解 答 番 号 ① 27 、 ② 28 、 ③ 29 、 ④ 30

①

　
パ ー テ ィ に シ ョ ウ タ イ さ れ た 。

　

ア ： 政 権 を シ ョ ウ ア ク す る 。

　

イ ： 固 体 か ら 気 体 に シ ョ ウ カ す る 。

ウ ： 彼 は 、 シ ョ ウ ジ キ な 人 だ 。

エ ： オ リ ン ピ ッ ク の シ ョ ウ チ 活 動 を 行 う 。

オ ： シ ョ ウ サ イ な 報 告 を す る 。

②

　
計 測 さ れ た デ ー タ の シ ン ギ を 確 か め る 。

　

ア ： ギ シ キ が 執 り 行 わ れ る 。

イ ： 美 し い 花 に ギ タ イ す る 昆 虫 。

ウ ： 貨 幣 の ギ ゾ ウ を 防 ぐ 。

エ ： 何 か ウ ワ ギ が あ っ た ほ う が い い 。

オ ： 彼 は セ イ ギ 感 が あ る 。

③

　
ソ ア ク な 商 品 が 流 通 し て い る 。

　

ア ： キ ソ 的 な こ と か ら 始 め る 。

イ ： カ ン ソ な 造 り の 家 屋 を 建 て る 。

ウ ： 食 べ 物 を ソ マ ツ に 扱 う 。

エ ： 意 思 の 疎 通 を ソ ガ イ す る 。

オ ： 民 事 ソ シ ョ ウ を 起 こ す 。
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解答
コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ、論理・表現Ⅰ

問題 問 配点 解答 問題 問 配点 解答
1 1 1 4 イ 26 4 2 2 エ
2 2 4 ウ 27 3 2 イ
3 3 4 ア 28 4 2 オ
4 4 4 エ 29 5 2 エ
5 5 4 イ 30 6 2 ア
6 6 4 エ 31 7 2 ウ
7 7 4 ア 32 8 2 ア
8 8 4 ウ 33 9 2 オ
9 2 1 3 ア 34 10 2 ア
10 2 3 ウ 35 11 2 エ
11 3 3 エ 36 12 2 イ
12 4 3 イ 37 13 2 ウ
13 5 3 ア 38 14 2 ア
14 6 3 エ 39 15 2 エ
15 3 1 2 エ 40
16 2 2 イ 41
17 3 2 イ 42
18 4 2 ウ 43
19 5 2 ア 44
20 6 2 ウ 45
21 7 2 ア 46
22 8 2 ウ 47
23 9 2 イ 48
24 10 2 イ 49
25 4 1 2 ア 50

問題 1 2 3 4 5 6 7 合計
計 32 18 20 30 100

歴史総合

問題 問 配点 解答
1 1 1 5 ア
2 2 4 イ
3 3 4 ウ
4 4 6 ア
5 5 6 ウ
6 2 1 5 ウ
7 2 5 イ
8 3 5 イ
9 4 5 ウ
10 5 5 エ
11 3 1 5 イ
12 2 5 ウ
13 3 5 イ
14 4 5 ウ
15 5 5 エ
16 4 1 5 エ
17 2 5 イ
18 3 5 イ
19 4 5 ア
20 5 5 ア
21
22
23
24
25

問題 1 2 3 4 5 6 7 合計
計 25 25 25 25 100

地理総合

問題 問 配点 解答
1 1 1 4 イ
2 2 4 イ
3 3 4 ウ
4 4 4 エ
5 5 4 ア
6 2 1 4 イ
7 2 4 ウ
8 3 4 ア
9 4 4 イ
10 5 4 オ
11 3 1 4 エ
12 2 4 エ
13 3 4 ウ
14 4 4 ア
15 5 4 エ
16 4 1 4 エ
17 2 4 ア
18 3 4 イ
19 4 4 イ
20 5 4 カ
21 5 1 4 ア
22 2 4 ウ
23 3 4 ウ
24 4 4 オ
25 5 4 ウ

問題 1 2 3 4 5 6 7 合計
計 20 20 20 20 20 100
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Ⅰ 以下の問いに答えよ。 

 (1) 2�� + 5�� + 3�� − 3� − 6� − 9を因数分解せよ。 

 〔解〕2�� + 5�� + 3�� − 3� − 6� − 9 

    = 2�� + 5�� − 3� + 3�� − 6� − 9 

    = 2�� + (5� − 3)� + (3�� − 6� − 9) 

    = 2�� + (3� + 3)� + 2(� − 3)� + (� − 3)(3� + 3) 

    = �� + (� − 3)��2� + (3� + 3)� 

    = (� + � − 3)(2� + 3� + 3) 

 

(2) � = 3
�5+2，� = 3

�5−2 のとき，以下の式の値を求めよ。 

   ① � + �   ② ��   ③ �� + �� 

①  � + � = �(√���)��(√���)
(√��√�)(√��√�) =

�√�����√���
��� = 6√5 

②  �� = ��
(√��√�)(√��√�) =

�
��� = 9  

③  �� + �� = (� + �)� − 2�� = (6√5)� − 2 ∙ 9 = 36 ∙ 5 − 18 = 162 
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Ⅱ 関数� = −�� + ��� + 6（� � � � �）について，以下の問いに答えよ。ただし，�は定数とす
る。 

(1) グラフの頂点の座標を�を⽤いて表せ。 

〔解〕� = −�� + ��� + 6 

= −��� − ���) + 6 

= −�� − �)� + �� + 6 

   よって，頂点の座標は��� �� + 6)である． 

(2) 最⼤値を求めよ。 

〔解〕以下の通り，�について場合分けを⾏う． 

i) � � �のとき； 

   右図の通り，� = �で最⼤値 6 をとる． 

 

 

 

ii) � � � � �のとき； 

    右図の通り，� = �で最⼤値�� + 6をとる． 

 

 

 

iii) � � �のとき； 

右図の通り，� = �で最⼤値−� + �� + 6 = �� + �をとる。 
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Ⅲ 円に内接する四⾓形 ABCDにおいて，AB = 4√2，BC = 4，CD = √2，∠ABC = 45°とすると
き，次のものを求めよ。 

(1) ∠ADCの⼤きさ 

〔解〕四⾓形 ABCDは円に内接するから， 

∠ADC = 180° − 45° = 135° 

 

(2) 対⾓線 ACの⻑さ 

〔解〕⊿ABC において余弦定理により， 

AC� = �4√2�� + 4� − 2 ∙ 4√2 ∙ 4 ∙ cos45° 

= 16 ∙ 2 + 16 − 32√2 ∙ 1√2 

= 16 

AC>0 より，AC = √16 = 4 

 

(3) 辺 AD の⻑さ 

〔解〕AD=xとする．⊿ACDにおいて余弦定理より， 

4� = x� + �√2�� − 2 ∙ x ∙ √2 ∙ cos135°， 

16 = x� + 2 + 2x， 

x� + 2x − 14 = 0， 

解の公式を⽤いて， 

� = −2 ± �4 − 4 ∙ 1 ∙ (−14)
2 ∙ 1  

= −2 ± √60
2  

= −1 ± √15 

� � 0より，� = √15 − 1 すなわちAD = √15 − 1 

（√15 ≒ 3.873であるから√15 − 1 ≒ 2.873） 
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Ⅳ ある 5 つのデータについて，平均値は 31 であり，偏差はそれぞれ -8,0,3,0,5 であることが
わかっている。この 5 つのデータの値をそれぞれ求めよ。また，分散を求めよ。 

 

〔解〕平均値が 31 なので，求めるデータの値はそれぞれ 
 
−8 + 31, 0 + 31, 3 + 31, 0 + 31, 5 + 31 
 
つまり， 
 
23, 31, 34, 31, 36 
 
となる．また，分散は， 
 
(−8)� + 0� + 3� + 0� + 5�

5 = 19.6 
 
と計算され，19.6 であることがわかる。 
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解答
情報Ⅰ

問題 問 配点 解答
1 1 1 4 ア
2 2 4 イ
3 3 4 エ
4 4 5 エ
5 5 4 イ
6 6 4 ア
7 2 1 4 ウ
8 2 4 ウ
9 3 4 ア
10 4 4 ア
11 5 4 イ
12 6 5 エ
13 3 1 4 ア
14 2 4 ア
15 3 4 エ
16 4 4 ウ
17 5 4 イ
18 6 5 イ
19 4 1 4 ウ
20 2 4 イ
21 3 4 イ
22 4 4 ア
23 5 5 オ
24 6 4 エ
25

問題 1 2 3 4 5 6 7 合計
計 25 25 25 25 100

国語総合

問題 問 配点 解答 問題 問 配点 解答
1 1 1 5 エ 26 2 12 3 エ
2 2 5 オ 27 13 3 エ
3 3 5 イ 28 14 3 ウ
4 4 5 エ 29 15 3 ウ
5 5 5 ア 30 16 3 イ
6 6 5 エ 31
7 7 3 ア 32
8 8 3 ウ 33
9 9 3 ウ 34
10 10 3 ウ 35
11 11 3 ア 36
12 12 5 イ 37
13 13 5 イ 38
14 14 5 イ 39
15 2 1 2 エ 40
16 2 2 キ 41
17 3 2 オ 42
18 4 2 ア 43
19 5 2 オ 44
20 6 2 イ 45
21 7 2 エ 46
22 8 2 ア 47
23 9 3 エ 48
24 10 3 ア 49
25 11 3 イ 50

問題 1 2 3 4 5 6 7 合計
計 60 40 100
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